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筑北村の人口
総人口
男
女
戸数

（令和 4年 10月 31日現在）

人
人
人
戸

4,197
2,084
2,113
1,805

令
和
３
年
度
決
算
が
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
決
算
が
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
決
算
の
状
況

令
和
３
年
度
決
算
の
状
況

普
通
会
計
（
自
治
体
間
の
財
政
比
較

の
た
め
、
統
計
上
統
一
的
に
用
い
ら
れ
る

会
計
区
分
。
筑
北
村
に
お
い
て
は
、一
般

会
計
と
バ
ス
会
計
が
含
ま
れ
ま
す
。）
で

は
、
歳
入
総
額
50
億
９
，
２
４
８
万
８
千 

円
に
対
し
、
歳
出
総
額
48
億
３
，８
１
０
万 

８
千
円
で
、
翌
年
度
に
繰
越
す
財
源

を
控
除
し
た
実
質
収
支
は
、
２
億
２
，

４
０
２
万
２
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

歳
入
の
状
況

普
通
会
計
の
歳
入
の
う
ち
村
税
や
使

用
料
等
、
村
が
法
律
や
条
例
等
に
基
づ

き
収
入
し
た
も
の
は
５
億
８
，
３
８
７
万 

４
千
円
の
11
・
５
％
に
過
ぎ
ず
、
基
金

繰
入
金
（
貯
金
の
取
り
崩
し
）
や
繰
越

金
を
加
え
て
も
自
主
財
源
は
10
億
３
，

７
５
０
万
０
千
円
で
全
体
の
20
・
４
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
依
存

財
源
が
40
億
５
，４
９
８
万
８
千
円
の
79
・

６
％
と
大
き
く
、文
字
ど
お
り
国
等
に
依

存
し
て
い
る
歳
入
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
歳
入
グ
ラ
フ
参
照
）
項
目
ご
と
の
前
年

度
の
比
較
と
主
な
増
減
要
因
は
「
表
１ 

歳
入
決
算
額
内
訳
」の
と
お
り
で
す
。

現
在
の
筑
北
村
の
財
政
状
況
は
、
自

主
財
源
が
乏
し
い
歳
入
構
造
と
な
っ
て

お
り
、
国
等
の
施
策
の
転
換
に
よ
る
影
響

が
大
き
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
事
業
実

施
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、

税
収
の
増
加
を
図
り
、
適
正
な
受
益
者

負
担
の
た
め
に
各
種
料
金
見
直
し
の
検

討
等
を
含
め
、
自
主
財
源
の
増
加
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

普
通
会
計
の
決
算
状
況

普
通
会
計
の
決
算
状
況

項　目 令和3年度 令和2年度 増減額 主な増減理由決算額① 決算額② ①－②

自
主
財
源

村 税 3億8,663万8千円 3億9,464万7千円 ▲800万9千円 個人村民税の納税者（▲69人）による減
分担金・負担金 991万9千円 3,136万3千円 ▲2,144万4千円 テレビ松本への業務移管等による減
使用料・手数料 6,649万8千円 7,005万3千円 ▲355万5千円 テレビ松本への業務移管等による減
繰 入 金 2億1,514万3千円 2億5,595万8千円 ▲4,081万5千円 減債基金繰入金等の減
繰 越 金 2億3,848万3千円 2億1,218万3千円 2,630万0千円 繰越事業充当財源繰越金等の増
財産収入・諸収入等 1億2,081万9千円 1億6,534万2千円 ▲4,452万3千円 スマートインター受託事業収入等の減

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 6,206万9千円 6,097万1千円 109万8千円 自動車重量譲与税等の増
地 方 交 付 税 26億6,927万9千円 25億546万0千円 1億6,381万9千円 新規項目（地域デジタル推進費）等による増
その他交付金等 1億2,232万9千円 1億871万3千円 1,361万6千円 地方消費税交付金等の増
国 庫 支 出 金 6億4,032万2千円 11億2,514万8千円 ▲4億8,482万6千円 特別定額給付金事業補助金等の減
県 支 出 金 3億828万9千円 3億2,994万0千円 ▲2,165万1千円 商工費補助金等の減
村 債 2億5,270万0千円 5億1,212万6千円 ▲2億5,942万6千円 臨時財政対策債未発行等による減

歳入合計 50億9,248万8千円 57億7,190万4千円 ▲6億7,941万6千円

表１ 歳入決算額内訳

歳入総額歳入総額

歳入グラフ

自主財源
10億3,750万0千円
（20.4%）

依存財源
40億5,498万8千円
（79.6%）

村税
3 億 8,663 万 8千円（7.6%）

分担金・負担金
991 万 9千円（0.2%）

使用料・手数料
6,649 万 8千円（1.3%）

繰越金
2 億 3,848 万 3千円（4.7%）

財産収入・寄付金・諸収入
1 億 2,081 万 9千円（2.4%）

地方譲与税
6,206 万 9千円（1.2%）地方交付税

26 億 6,927 万 9千円（52.4%）

その他交付金等
1 億 2,232 万 9千円（2.4%）

国庫支出金
6 億 4,032 万 2千円（12.6％)

県支出金
3 億 828万 9千円（6.0%）

地方債
2 億 5,270 万 0千円（5.0%）

（  ）内構成比

繰入金
2 億 1,514 万 3千円（4.2％）50億9,248万

8千円
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歳
出
の
状
況

歳
出
を
そ
の
性
質
別
に
分
類
し
た
場

合
、
支
出
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
件
費
や
公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は

18
億
７
，
７
９
４
万
７
千
円
で
全
体
の

38
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
公

債
費
の
占
め
る
割
合
は
12
・
８
％
と
依

然
高
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

普
通
建
設
事
業
等
の
投
資
的
経
費
は
、

７
億
６
，１
３
０
万
９
千
円
で
15
・
７
％

と
な
り
ま
し
た
。
県
内
の
市
町
村
の
平

均
値
13
・
０
％
（
速
報
値
）
と
比
較
す

る
と
高
い
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
建
設
、
保
育
園
・
小
中
学
校

施
設
の
改
修
等
の
重
点
事
業
を
実
施
し

た
た
め
で
す
。
そ
の
他
の
経
費
で
は
、

令
和
２
年
度
に
実
施
さ
れ
た
特
別
定
額

給
付
金
の
減
に
よ
り
補
助
費
の
割
合
が

減
少
し
ま
し
た
。「
歳
出
グ
ラ
フ
（
性

質
別
）
参
照
」

項
目
ご
と
の
前
年
度
の
比
較
と
主
な

増
減
要
因
は
「
表
２ 

歳
出
決
算
額
（
性

質
別
）
内
訳
」
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
よ
う
に
義
務
的
経
費
が
大
き
い

歳
出
構
造
の
場
合
、
災
害
等
の
緊
急
に

支
出
を
要
す
る
事
業
に
対
応
で
き
る

「
ゆ
と
り
」
が
少
な
い
こ
と
に
な
る
た

め
、
義
務
的
経
費
の
削
減
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

表２ 歳出決算額（性質別）内訳

項 目 令和 3 年度
決算額 ①

令和 2 年度
決算額 ②

増減額 
①－② 主 な 増 減 理 由

義 務 的 経 費

人 件 費 8億3,027万5千円 8億3,622万7千円 ▲595万2千円 退職者等による減

扶 助 費 4億2,778万1千円 3億4,735万8千円 7,533万7千円 子育て世帯への給付金等による増

公 債 費 6億1,989万1千円 6億5,571万7千円 ▲3,582万6千円 繰上償還、償還終了による償還額等の減

投 資 的 経 費

普 通 建 設 費 6億7,356万0千円 7億8,647万2千円 ▲1億1,291万2千円 高速情報通信網整備事業費等の減

災 害 復 旧 費 8,774万9千円 1億2,545万7千円 ▲3,770万8千円 公共土木施設災害復旧費等の減

そ の 他 の 経 費

物 件 費 6億2,481万8千円 6億5,907万7千円 ▲3,425万9千円 スクールバス購入費等の減

維 持 補 修 費 6,594万6千円 5,234万9千円 1,359万7千円 除雪経費等の増

補 助 費 4億1,666万8千円 10億2,126万4千円 ▲6億459万6千円 特別定額給付金等の減

積 立 金 4億6,568万9千円 4億1,936万1千円 4,632万8千円 財政調整基金積立金、減債基金積立金等の増

投資･出資･貸付金 1,103万6千円 0万円 1,103万6千円 テレビ松本株式取得費等の増

繰 出 金 6億1,469万5千円 6億2,505万3千円 ▲1,035万8千円 後期高齢者療養給付費負担金等の減

合　　計 48億3,810万8千円 55億3,342万1千円 ▲6億9,531万3千円

歳出グラフ
（性質別）

義務的経費
18億7,794万7千円
（38.8%）

その他の経費
21億9,885万2千円
（45.4%）

投資的経費
7億6,130万9千円
（15.7%）

歳出総額歳出総額

（  ）内構成比

48億3,810万
8千円

人件費
8 億 3,027 万 5千円（17.2%）

扶助費
4 億 2,778 万 1千円（8.8%）

公債費
6 億 1,989 万 1千円（12.8%）

普通建設事業費
6 億 7,356 万 0千円（12.9%）

災害復旧事業費
8,774 万 9千円（1.8%）

物件費
6 億 2,481 万 8千円
（12.9%）

維持補修費
6,594 万 6千円（1.4%）

補助費
4 億 1,666 万 8千円（8.6%）

積立金
4 億 6,568 万 9千円（9.6%）

繰出金
6 億 1,469 万 5千円（12.7%）

投資・出資・貸付金等
1,103 万 6千円
（0.2％）
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令
和
３
年
度
主
な
事
業

《�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症�

�
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
》

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
影
響
が
続
く
中
、
生
活
支
援
策

と
し
て
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
一
人
あ

た
り
に
10
万
円
を
給
付
す
る
臨
時
特
別

給
付
金
の
ほ
か
、
全
村
民
を
対
象
と
し

た
村
民
生
活
応
援
商
品
券
や
原
油
価
格

高
騰
対
策
の
た
め
の
燃
料
商
品
券
を
発

行
し
ま
し
た
。

《
生
活
環
境
の
向
上
》

学
習
環
境
向
上
の
た
め
小
学
校
等
照

明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、

村
民
の
利
便
性
の
向
上
と
地
域
間
交
流

の
促
進
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
継
続

事
業
で
あ
る
筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
等
を
実
施
し
ま
し

た
。

《
選
挙
関
係
》

衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
、
県
議

会
議
員
、
村
長
、
村
議
会
議
員
選
挙
を

実
施
し
ま
し
た
。

《
災
害
関
係
》

令
和
３
年
度
９
号
台
風
及
び
８
月
13

日
～
15
日
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
道
路

及
び
河
川
等
の
早
期
復
旧
の
た
め
の
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

《
ま
と
め
》

全
体
で
は
前
年
度
に
実
施
し
た
特
別

定
額
給
付
金
事
業
費
の
減
、
穂
高
広
域

施
設
組
合
の
施
設
整
備
に
伴
う
負
担

金
の
減
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

６
億
９
，５
３
１
万
３
千
円（
12
・
６
％
）

減
少
し
ま
し
た
。
詳
細
は
「
歳
出
グ
ラ

フ
（
目
的
別
）」、「
表
３ 

令
和
３
年
度

主
な
事
業
（
目
的
別
）
内
訳
」
の
と
お

り
で
す
。

歳出グラフ
（目的別）

議会費
5,217 万 1千円（1.1%）

総務費
10 億 5,025 万 8千円
（21.7%）

民生費
9 億 9,940 万 4千円
（20.7%）

衛生費
4 億 2,606 万 8千円（8.8%）

農林水産業費
2 億 9,062 万 4千円（6.0%）

商工費
2 億 6,466 万 5千円（5.5%）

消防費
1 億 7,038 万 7千円（3.5%）

土木費
4 億 9,461 万 8千円（10.2%）

教育費
3 億 8,227 万 3千円
（12.8%）

災害復旧費
8,774 万 9千円（1.8%）

公債費
6 億 1,989 万 1千円（12.8%）

歳出総額歳出総額

（  ）内構成比

48億3,810万
8千円

総務費
10億5,025万8千円

（▲3億8,426万6千円）
・原油価格高騰対策村民生活支援事業	 ・村営バス運行管理業務委託料
・�選挙事務事業（衆議院、参議院、県議会、村長、村議会）	 ・空き家対策、移住促進事業

民生費
9億9,940万4千円
（2,866万2千円）

・�子育て世帯臨時特別給付金事業（18 歳以下）	 ・�子育て世帯生活支援特別給付金事業（低所得者）
・住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業	 ・地区敬老会補助金 
・福祉医療給付費事業	 ・放課後児童クラブ運営費

衛生費
4億2,606万8千円

（▲1億7,154万0千円）
・新型コロナウイルスワクチン接種事業	 ・がん等検診事業 
・小児等予防接種事業　	 ・穂高広域施設組合負担金

農林水産業費
2億9,062万4千円

（▲4,672万2千円）
・鳥獣被害防止対策事業	 ・農業水路等長寿命化防災減災事業
・坂北加工施設味噌窯更新事業	 ・松林健全化推進事業

商工費
2億6,466万5千円
（3,082万6千円）

・�感染症拡大防止緊急経済対策事業 
村民生活応援商品券、テイクアウト等推進協力金、村内事業所経営支援給付金等

土木費
4億9,461万8千円
（5,916万8千円）

・筑北 SIC 整備事業	 ・村道改良事業
・橋りょう点検、修繕事業	 ・除雪車両購入事業
・河川緊急自然災害防止対策事業

消防費
1億7,038万7千円

（▲5,038万6千円）
・指定避難所公民館耐震化事業	 ・筑北村防災広場整備事業
・村内防犯灯修繕及び新規設置事業

教育費
3億8,227万3千円

（▲5,038万6千円）
・�GIGA スクール整備事業（小中学校電子黒板整備等）	・保育園、小中学校照明 LED 化事業
・�筑北小学校環境整備事業（体育館外壁補修等）	 ・�聖南中学校環境整備事業（給食室ボイラー更新等）

災害復旧費
8,774万9千円

（▲3,770万8千円）
・�令和 3 年 9 号台風及び 8 月 13 日～ 15 日豪雨による災害復旧事業
・村道向山線地すべり復旧事業

その他の内訳　　議会費（5,217万1千円、増減額 ▲1,013万5千円）、公債費（6億1,989万1千円、増減額 ▲3,582万6千円）
� 合計　48億3,810万8千円（増減額 ▲6億9,531万3千円）

表３ 令和3年度主な事業（目的別）内訳 【千円単位、（　）内は前年からの増減額】
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民
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し
た
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め
、
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険
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加
し
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し
た
。

《
介
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て
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た
。
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所
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等
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護
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対
す
る
介

護
給
付
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減
少
し
ま
し
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《�

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
、�

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
》

令
和
３
年
度
末
で
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
し
ま

し
た
。

特
別
会
計
の
決
算
状
況

特
別
会
計
の
決
算
状
況

特別会計歳入歳出決算額の状況

特別会計名
歳入決算額 歳出決算額 差引額 繰越財源 実質収支額

① ② ③（①－②） ④ ③－④

公
営
事
業

国 民 健 康 保 険 6 億 7,408 万 3 千円 6 億 6,874 万 4 千円 533 万 9 千円 0 円　 533 万 9 千円

国民健康保険診療所 48 万 5 千円 48 万 5 千円 0 円 0 円　 0 円

後 期 高 齢 者 医 療 7,443 万 8 千円 7,411 万 9 千円 31 万 9 千円 0 円　 31 万 9 千円

介 護 保 険 8 億 3,888 万 5 千円 7 億 7,008 万 1 千円 6,880 万 4 千円 0 円　 6,880 万 4 千円

公
営
企
業

宅 地 造 成 事 業 112 万 8 千円 112 万 8 千円 0 円 0 円　 0 円

と く ら 温 泉 施 設 1 億 1,471 万 4 千円 1 億 1,415 万円 56 万 4 千円 0 円　 56 万 4 千円

差 切 峡 温 泉 施 設 2,827 万 2 千円 2,773 万 2 千円 54 万 0 千円 0 円　 54 万 0 千円

冠 着 温 泉 施 設 4,826 万 9 千円 4,772 万 4 千円 54 万 5 千円 0 円　 54 万 5 千円

簡 易 水 道 事 業 2 億 6,479 万 7 千円 2 億 6,379 万 6 千円 100 万 1 千円 16 万 7 千円 83 万 4 千円

集 落 排 水 事 業 1 億 6,404 万 5 千円 1 億 6,354 万 4 千円 50 万 1 千円 0 円　 50 万 1 千円

合 併 浄 化 槽 事 業 6,394 万 4 千円 6,344 万 4 千円 50 万 0 千円 0 円　 50 万 0 千円

合　　計 22 億 7,305 万 9 千円 21 億 9,494 万 6 千円 7,811 万 3 千円 16 万 7 千円 7,794 万 6 千円
※端数処理の関係で各事業の数字を足したものと合計が合わない場合があります。

地方債（借金）残高の状況地方債（借金）残高の状況
住民１人当たり 96万６千円で、前年度に比べ 23万８千円減少しました。

会計名 地方債残高 住民１人当たり
一 般 会 計 31 億 6,189 万 5 千円 74 万 5 千円
宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 286 万 8 千円 1 千円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 6 億 6,125 万 8 千円 1 万 4 千円
集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 5 億 9,696 万 5 千円 14 万 1 千円
合併浄化槽事業特別会計 2 億 3,292 万 9 千円 5 万 5 千円
とくら温泉施設特別会計 4,150 万 0 千円 1 万 0 千円

合　　計 40 億 9,741 万 6 千円 96 万 6 千円
※住民1人当たりの金額は、年度末の住基人口（令和3年度末 4,240人）で算出しています。
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基金（貯金）残高の状況基金（貯金）残高の状況
住民１人当たり 108万 0千円で、前年度に比べ６万５千円増加しました。

基金名 基　金　残　高 住民１人当たり
財 政 調 整 基 金 34 億 1,381 万 2 千円 80 万 5 千円
減 債 基 金 15 億 7 万 2 千円 3 万 5 千円
地 域 福 祉 基 金 1 億 5,910 万 0 千円 3 万 8 千円
ふ る さ と 土 と 水 保 全 基 金 900 万 0 千円 2 千円
ふ る さ と づ く り 基 金 2,719 万 7 千円 6 千円
地 域 振 興 基 金 4 億 1,691 万 3 千円 9 万 8 千円
公 共 施 設 等 整 備 基 金 1 億 6,459 万 3 千円 3 万 9 千円
森 林 づ く り 基 金 1,662 万 1 千円 4 千円
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 661 万 2 千円 2 千円
東筑摩郡筑北保健衛生施設組合承継基金 4,583 万 1 千円 1 万 1 千円
国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 1 億 6,949 万 7 千円 4 万 0 千円
介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 1 億 81 万 7 千円 2 万 4 千円
造 成 宅 地 管 理 基 金 0 千円 0 千円
簡 易 水 道 事 業 基 金 277 万 7 千円 1 千円
簡 易 水 道 減 債 基 金 82 万 8 千円 0 千円
集 落 排 水 事 業 基 金 50 万 0 千円 0 千円
合 併 浄 化 槽 事 業 基 金 50 万 0 千円 0 千円

合　　計 45 億 7,924 万 7 千円 108 万 0 千円
※住民1人当たりの金額は、年度末の住基人口（令和3年度末 4,240人）で算出しています。
　「0千円」は、千円未満の金額があることを示しています。

筑北村の財政指標筑北村の財政指標
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、令和３年度決算に基づく健全化判断比率と公営
企業の資金不足比率を公表します。

《 健全化判断比率の状況 》
指標名 Ｒ３ Ｒ２ 早期健全化 

基準
財政再生 

基準 説　　　　　　　　　明

実 質
赤 字 比 率 － － 15.0％ 20.0％

普通会計における赤字額の標準財政規模に対する割合を示
す指標。
赤字がありませんので「数値なし」となりました。

連 結 実 質
赤 字 比 率 － － 20.0％ 30.0％

特別会計も含めた全ての会計における赤字額の標準財政規
模に対する割合を示す指標。
全会計で赤字がないため「数値なし」となりました。

実 質 公 債
費 比 率 3.7％ 4.8％ 25.0％ 35.0％

公債費（借金返済額）やそれに準じる経費の標準財政規模
を基本とした額に対する割合を示す指標。
公債費の減少及び交付税の増加等により対前年度比 1.1％
低下しました。

将 来
負 担 比 率 － － 350.0％

一般会計等の公債費のほか将来的に支出が見込まれる経費
の標準財政規模を基本とした額に対する割合を示す指標。
前年度と同様に、将来負担額に対して充当可能な財源等が
上回る結果となり「数値なし」となりました。

《 資金不足比率の状況 》
　公営企業会計（全部で７会計）の資金不足額の営業収益等に対する割合を示す指標。
　資金不足を生じている会計がないため全会計「数値なし」となりました。
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筑北村一般職の職員を公募します筑北村一般職の職員を公募します
令和５年４月 1日に採用予定の筑北村一般職の職員採用試験を次のとおり実施します。

（行政需要の変化等により、採用日を変更する可能性があります。）
■募集内容

■第１次試験（教養・適性試験） 試験日：令和 5 年 1 月 22 日（日）
■第２次試験（面接・資格調査） …… （対象者：第1次試験に合格した人） 試験日：令和 5 年 2 月上旬以降

■受験申込
令和 4年 11月 1日（火）から 12月 9日（金）までに、申込用紙に必要事項を記入のうえ、筑北村総務課
へ提出してください。郵送の場合は 12月 9日（金）午後 4時まで必着。

■試験要領・申込用紙
筑北村総務課及び各支所窓口にて直接請求、又は村ＨＰよりダウンロードしてください。

〒399-7501 長野県東筑摩郡筑北村西条４１９５番地　筑北村役場 総務課
　TEL ６６－２１１１

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

行政事務
社会人基礎 若　干　名 昭和 60 年 4 月 2 日から平成 9 年 4 月 1 日までに生まれた人

（共通要件）・普通自動車運転免許を有する人、若しくは取得が見込める人、勤務部署へ通勤可能な人

ご存知ですか？ 「インボイス制度」事業者の方へ

　令和５年10月１日から、「インボイス制度」が開始されます。
　この制度の下では、税務署長に申請して登録を受けた課税事業者である「インボイス発行事業者」が交付
する「インボイス」等の保存が仕入税額控除の要件となります。
　現在免税事業者の方も、ご自身の事業実態に合わせてインボイス発行事業者の登録を受けるかをご検討
ください。

※【初級編】・・・消費税の基本的な仕組みから知りたい方向け
　【中級編】・・・インボイス制度を詳しく知りたい方向け

松 本 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

税務署のインボイス制度説明会にご参加ください！
開催日 時間 内容 会場 申込・問合せ先

12月13日（火）
11：00～12：00 初級編※ 松本税務署

３階　大会議室
（松本市城西 2-1-20）

○�駐車場に限りがありますので、
公共交通機関のご利用をお願
いします。

先着 20 名（事前予約）
【初級編】受講の方

個人課税第一部門
TEL 0263-39-3261

【中級編】受講の方
法人課税第一部門

TEL 0263-39-3267

14：00～15：00 中級編※

12月14日（水）
10：30～11：30 中級編

15：00～16：00 初級編
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お問い合わせ先　総務課　電話 66-2111

防災ラジオについてお知らせ
■ 緊急放送をする内容を拡充しました

地域の皆様の生命、身体及び財産を守るため、以下のとおり放送内容を拡充
しました。

※緊急放送は防災ラジオを自動起動させ、最大音量で放送します。
※従来より放送しているＪアラート放送、避難所開設放送、行方不明者捜索のための

情報提供 放送等は引き続き放送します。
※火災情報放送の開始に伴い、屋外スピーカーから放送していた「消防団出動命令放

送」は 今後、放送しません。 
　消防団の皆様は、火災情報放送や松本広域消防局からの火災情報メールにより出動

してください。

■ 従業員募集や地域イベント等の「地域情報」の放送を開始しました
　村内の企業等の従業員募集や地域活性化団体等のイベント情報を、９月から
毎週日曜日 19時 55分「広報ちくほく」内で放送しています。
　放送を希望される事業所や団体の皆様は、役場窓口にあるチラシや村ホーム
ページをご覧のうえ、放送依頼書を提出してください。

■ 防災ラジオの適正な管理をお願いします
● 防災ラジオの正常な受信を確認してください。 
　村からの定時放送（6 時 25 分、12 時 30 分、19 時 55 分）、試験放送
（毎月 10 日・25 日の昼 12 時 35 分）が受信できない、ラジオ本体の赤色
ランプが点滅している場合は、設置位置やアンテナの調整をお願いします。
調整しても受信できない場合は総務課又はあづみ野エフエム放送ヘルプデ
スク（電話 62-0208）　までご連絡ください。村にて屋内または屋外アン
テナの設置を行います。

● 防災ラジオの乾電池は 1 年に 1 回は新品に交換してください。
予備の乾電池の備えもお願いします。

・火災情報（火災の発生場所と注意喚起を放送）
・突発的な生活道路の通行止め情報
・突発的な水道水 断水情報（大規模断水や給水情報）
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住民福祉課　電話 66-2111

11 月は児童虐待防止推進月間です
「もしかして？」　ためらわないで！　１８９（いちはやく）
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マイナポイント第2弾マイナポイント第2弾
最大 20,000 円分のポイントがもらえる。

マイナポイントを受け取る為に必要なマイナンバーカード

「マイナポイントアプリ」をダウンロードします。
iPhoneの方はApple Storeから、androidの方はGoogle Playストアからダウンロードします。

「マイナポータルアプリ」をダウンロードします。
iPhoneの方はApple Storeから、androidの方はGoogle Playストアからダウンロードします。

♦施策③　公金受取口座登録のメリット
　公金受取口座を登録しておくと、年金、児童手当等、今後の給付金などの申請をするときに、
口座情報の記入や通帳の写し等を提出する必要がなくなります。申請の都度、必要になる書類
確認の手間が省け、緊急時の給付金などもより迅速に受け取ることができるようになります。

スマートフォンをお持ちでない方やマイナポイントの申込み方法が分からない方は、
住民福祉課までお越しください。職員がポイントの申込みをお手伝いいたします。
また、マイナンバーカードの申請受付についても、引き続き住民福祉課窓口で行っ
ています。

お問い合わせ先　住民福祉課（TEL 66-2111）

申請期限　令和 4年 12月末まで

★マイナポイントの付与を受けるためのキャッシュレス決済サービスが必要です。
★施策③はマイナポータルサイトから公金受取口座の登録を行う必要があります。
★マイナポイントの申込みや公金受取口座の登録は、本人名義のものに限ります。ただし、15 歳未満の方の
　マイナポイントについては、法定代理人（親権者）名義のキャッシュレス決済サービスで申込みができます。

注意点

ご用意いただくもの
◎マイナンバーカード
◎マイナンバーカードの申請時or 受取時にご自身で設定した「数字４桁のパスワード」
◎登録するキャッシュレス決済サービス
◎通帳、キャッシュカード等で口座番号、支店名等が分かるもの
　※施策③の公金受取口座を登録しない方は不要

マイナポイントに関する詳しい内容、お申込み方法はこちらのサイトをご覧ください。
●マイナポータル●マイナポイント第２弾

マイナンバーカードの
健康保険証利用申込み
や公金受取口座の登録
等ができます。

マイナポイントに関する内
容や対象となるキャッシュ
レス決済サービスの確認、
マイナポイントの申請がで
きます。

◎スマートフォンでの申込み方法を３ステップでご紹介します。

☆公金受取口座の登録をする方はこちらも行います

①アプリを起動し、「申込む」を
タッチ。指示に従いマイナン
バーカードを読み取ります。

①アプリを起動し、サイト内「公金
口座の登録・変更」をタッチ。

③登録内容を確認し、口座情報登
録に同意すると登録完了！！

②「利用者登録/ログインして使う」をタッチ。
　指示に従いマイナンバーカードを読み取

り、利用者登録・口座情報を登録します。

③申込み内容を確認。利用規則、保険証
利用規則に同意すると申込み完了。

　（※健康保険証利用申込みが同時にで 
     きます。）

②受取るポイントを選択し、申込みを
行うキャッシュレス決済サービスを
選び、決済サービスの情報を入力
します。
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－ 建 設 課 －　令和４年１１月

令和４年度除雪作業のお知らせ

除雪の目的について除雪の目的について
除雪は、降雪時や路面凍結時に通行車両がスタッドレスタイヤやチェーンなどの安全

装置をし、路面状況に応じた運転を行っている場合の交通の安全確保、特に通勤通学の
交通を確保するために行います。　

除雪に関するお願い除雪に関するお願い
１．自動車の路上駐車は、除雪の妨げになりますので、やめてください。
２．除雪は、限られた除雪機により主要道路から行うため、地区によっては除雪が遅く

なる場合がありますがご理解ください。
３．除雪の実施により、道路の両側にはどうしても除雪した雪が残ってしまいま

す。除雪作業の時間によっては、住宅の出入口や他道路の交差点部分について、皆
さんの除雪作業後に、再度雪を残していく場合があります。その際は、お手数でも残っ
た雪の除雪について、ご理解、ご協力をいただくようお願いいたします。

住民の方への塩カル配布について住民の方への塩カル配布について
安全な道路交通を確保するために、道路の凍結部分や公共施設の駐車場等に散布する

場合、本城地域は建設課、坂北、坂井地域は各支所窓口で塩カルを配布します。
塩カルの受け取りは、区長又は常会長とし、それ以外の場合は必ず区長又は常会長の

了承を得て、一回一人３袋までとします。
なお、受け取り時間は、午前８時３０分から午後５時までとします。
また、時期によっては村で管理している塩カルの在庫数が著しく少なくなる場合があ

ります。その際は、一回にお渡しできる数も少なくなる場合がありますのでご了承くだ
さい。

お問い合わせ先お問い合わせ先
◇村道の除雪に関すること
　建設課 建設係　　TEL ６６－２１１１

◇国道、県道の除雪に関すること
　松本建設事務所 維持管理課　
　　●平日 (8:30 ～ 17:15) TEL ４０－１９６５
　　●夜間・土日・祝祭日 TEL ４７－７８００

除雪開始の基準について除雪開始の基準について
　村　　道 …… 役場又は各支所前 10 ㎝以上
　国・県道 …… 10 ㎝以上
　※ 通常降雪時は、昨年と同じ路線の除雪を行います。

異常降雪時の最優先除雪路線について異常降雪時の最優先除雪路線について
異常降雪時には最優先除雪路線を定め除雪を行います。

【異常降雪時の定義】
　① 30 ㎝以上の積雪があり、その後も断続的に降雪のおそれのある場合
　② 事前の圧雪と今後の降雪の予測により、道路交通に支障が出ると判断した場合

【最優先除雪路線とは】
　異常降雪時に優先して除雪を行う路線です。特に交通量の多い村道及び国・県道に通
じる村道を対象とします。実際の対応方法としては、下記の図①、②のとおりとなります。

①それぞれの集落から国・県道に通じる村道
の通行可能な状態が確保された場合、集落
と集落を結ぶ村道の除雪は、全ての最優先
除雪路線の除雪が終わった後に実施します。

②集落から国・県道に通じる村道１路線の通行可
能な状態が確保された場合、その集落から国・
県道へ通じる別の村道の除雪は、全ての最優
先除雪路線の除雪が終わった後に実施します。

図① 図②

冬期通行止め路線等について
【一般県道真田新田線】
区間…筑北村真田～上田市上室賀
期間…令和 4 年 11 月 23 日（水）11：00 ～ 令和 5 年 4 月 11 日（火）15：00（予定）
【一般県道聖高原杉崎線・一般県道聖高原千曲線】
区間…筑北村坂井大野田～麻績村聖高原
期間…令和 4 年 12 月 1 日（木）11：00 ～ 令和 5 年 4 月 12 日（水）11：00（予定）

※ 上記 3 路線とも迂回路はありません。
※ 村道冠着線は落石の危険があるため、通年全面通行止めになっています。

12



－ 建 設 課 －　令和４年１１月

令和４年度除雪作業のお知らせ

除雪の目的について除雪の目的について
除雪は、降雪時や路面凍結時に通行車両がスタッドレスタイヤやチェーンなどの安全

装置をし、路面状況に応じた運転を行っている場合の交通の安全確保、特に通勤通学の
交通を確保するために行います。　

除雪に関するお願い除雪に関するお願い
１．自動車の路上駐車は、除雪の妨げになりますので、やめてください。
２．除雪は、限られた除雪機により主要道路から行うため、地区によっては除雪が遅く

なる場合がありますがご理解ください。
３．除雪の実施により、道路の両側にはどうしても除雪した雪が残ってしまいま

す。除雪作業の時間によっては、住宅の出入口や他道路の交差点部分について、皆
さんの除雪作業後に、再度雪を残していく場合があります。その際は、お手数でも残っ
た雪の除雪について、ご理解、ご協力をいただくようお願いいたします。

住民の方への塩カル配布について住民の方への塩カル配布について
安全な道路交通を確保するために、道路の凍結部分や公共施設の駐車場等に散布する

場合、本城地域は建設課、坂北、坂井地域は各支所窓口で塩カルを配布します。
塩カルの受け取りは、区長又は常会長とし、それ以外の場合は必ず区長又は常会長の

了承を得て、一回一人３袋までとします。
なお、受け取り時間は、午前８時３０分から午後５時までとします。
また、時期によっては村で管理している塩カルの在庫数が著しく少なくなる場合があ

ります。その際は、一回にお渡しできる数も少なくなる場合がありますのでご了承くだ
さい。

お問い合わせ先お問い合わせ先
◇村道の除雪に関すること
　建設課 建設係　　TEL ６６－２１１１

◇国道、県道の除雪に関すること
　松本建設事務所 維持管理課　
　　●平日 (8:30 ～ 17:15) TEL ４０－１９６５
　　●夜間・土日・祝祭日 TEL ４７－７８００

除雪開始の基準について除雪開始の基準について
　村　　道 …… 役場又は各支所前 10 ㎝以上
　国・県道 …… 10 ㎝以上
　※ 通常降雪時は、昨年と同じ路線の除雪を行います。

異常降雪時の最優先除雪路線について異常降雪時の最優先除雪路線について
異常降雪時には最優先除雪路線を定め除雪を行います。

【異常降雪時の定義】
　① 30 ㎝以上の積雪があり、その後も断続的に降雪のおそれのある場合
　② 事前の圧雪と今後の降雪の予測により、道路交通に支障が出ると判断した場合

【最優先除雪路線とは】
　異常降雪時に優先して除雪を行う路線です。特に交通量の多い村道及び国・県道に通
じる村道を対象とします。実際の対応方法としては、下記の図①、②のとおりとなります。

①それぞれの集落から国・県道に通じる村道
の通行可能な状態が確保された場合、集落
と集落を結ぶ村道の除雪は、全ての最優先
除雪路線の除雪が終わった後に実施します。

②集落から国・県道に通じる村道１路線の通行可
能な状態が確保された場合、その集落から国・
県道へ通じる別の村道の除雪は、全ての最優
先除雪路線の除雪が終わった後に実施します。

図① 図②

冬期通行止め路線等について
【一般県道真田新田線】
区間…筑北村真田～上田市上室賀
期間…令和 4 年 11 月 23 日（水）11：00 ～ 令和 5 年 4 月 11 日（火）15：00（予定）
【一般県道聖高原杉崎線・一般県道聖高原千曲線】
区間…筑北村坂井大野田～麻績村聖高原
期間…令和 4 年 12 月 1 日（木）11：00 ～ 令和 5 年 4 月 12 日（水）11：00（予定）

※ 上記 3 路線とも迂回路はありません。
※ 村道冠着線は落石の危険があるため、通年全面通行止めになっています。

13



お問い合わせ先　産業課（TEL 66-2111）

農産物加工施設を利用しましょう！農産物加工施設を利用しましょう！
最近では度々報道されているように、根幹から食の安全が揺らい
でいます。また、食文化の多様化から、伝統ある郷土食や食文化が
失われつつあります。
村内には加工施設が、本城、坂北、坂井の各地区にあります。
子どもたちや家族のため、自分の作った農作物を自分で加工し、
安心な食材として家庭の食卓に並べてみませんか。
加工施設は５か所あり、それぞれ次の加工ができますのでご活用
ください。

・ 上記の加工施設は、産業課窓口または電話にて予約ができます。
・ 使用の際は、予約と併せて農産物加工施設申請書の記入をお願いします。（坂北農産物加工施

設は除く）申請書は産業課、各支所、各加工施設に備え付けてあります。使用可能時間は午前
８時 30 分から午後 6 時までです。

※ 坂北の施設については、作業に指導員が付きますので、初めての方でも安心して加工が行えます。

11 月 15日から令和 5年 2月 15日まで狩猟が解禁されています。
山林に入られる場合は、事故防止と安全確保のため、狩猟者が確認し
やすい蛍光色や明るいオレンジ色など目立つ服装で入山してください。

１１月１５日から狩猟が解禁されています。１１月１５日から狩猟が解禁されています。

も ち 加 工 の お 知 ら せ 産業課
筑北村の農産物加工施設では、坂北・坂井の両加工施設で餅つき機が利用でき

ます。年末の機会に、是非ご利用ください。坂北加工施設では指導員が立会い、
その指導に基づいて使用していただくことになっておりますので、初めての方でも安
心して利用ができます。特に１２月は利用が集中する時期のため、事前に電話による
予約日を設けています。（その他の加工施設の予約は、随時受け付けております）

●予約日受付期間（坂北加工施設）
12 月上旬～12 月 28 日    作業時間：午前 8 時 30 分 ～ 午後 5 時頃まで
※ 1日に加工する餅は 50 臼までとします。
※ 今回の予約は 12 月分です。年明け以降も餅加工はできますのでご利用ください。

●受付詳細について
①11月 22 日（火）（午前 9 時 00 分から11 時 30 分まで）
　坂北農産物加工施設　NTT 回線 66-2581で予約受付します。
　※ 加工所へお越しいただいても受付しません。必ず電話での予約をお願いします。

②上記（11月 22 日午後1 時）以降の予約受付については、11月 25 日（金）午後 5 時
　までに産業課（TEL 66-2111）へお願いします。

③ご希望の日時が集中する場合やその他都合により日時を変更させていただくことがありま
　すがご承知ください。その場合は、加工所指導員から連絡します。

加工施設は 1 回線での予約受付となります。
繋がりにくくなり、少々お待たせする場合がありますがご了承ください。

●餅つきの準備について
　加工日の 3 日前までに、もちの種類の確認と加工所に来ていただく時間の連絡を、
加工所指導員が行います。（連絡が無い場合は加工所までお問合せください）

※ 使用料は、加工時に加工施設で納入していただきますので、用意をお願いします。

■もちの種類と量（1セイロ）

■使用料

普通もち ： もち米 5 ㎏（3 升 2 合ほど）
キビもち ： もち米 3 ㎏・キビ 2 ㎏（もち米の上にキビを乗せて蒸す。キビの量はお好みで）
豆 も ち ： もち米 4.5 ㎏・豆 400g（豆は蒸す直前に洗い、もち米の間にはさんで蒸す）

普通もち ： 1 臼  =　560 円
請け加工 ： 1 臼  =2,600 円（米は利用者が用意してください。加工は指導員が行います）

感染症対策
について

新型コロナウイルス感染防止対策として、加工所内ではマスクの着用をお願いします。
着用していない場合は、加工をお断りする場合があります。施設内では、常に適切な
距離をとるよう心掛けましょう。また、休憩時の飲料はペットボトル等を各自で持参す
ることとし、お茶菓子を広げての会話等はご遠慮ください。

※ 使用料は、加工時に加工施設で納入していただきますので、用意をお願いします。
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・ 上記の加工施設は、産業課窓口または電話にて予約ができます。
・ 使用の際は、予約と併せて農産物加工施設申請書の記入をお願いします。（坂北農産物加工施

設は除く）申請書は産業課、各支所、各加工施設に備え付けてあります。使用可能時間は午前
８時 30 分から午後 6 時までです。

※ 坂北の施設については、作業に指導員が付きますので、初めての方でも安心して加工が行えます。

11 月 15日から令和 5年 2月 15日まで狩猟が解禁されています。
山林に入られる場合は、事故防止と安全確保のため、狩猟者が確認し
やすい蛍光色や明るいオレンジ色など目立つ服装で入山してください。

１１月１５日から狩猟が解禁されています。１１月１５日から狩猟が解禁されています。

施設名（所在地） 加工内容 予約先

西条農産物加工流通施設 （本城  役場裏） 味噌、真空パック ６６－２１１１
（産業課）

坂井農産物加工施設（坂井  杉ノ越） ジュース、もち、
真空パック、えごま搾油

６６－２１１１
（産業課）

坂井農産物加工施設（坂井  堀海道） そば製粉、そば石抜き、
乾燥

施設に直接持ち込みの上、備え
付けの申請書に記入後、産業課

（66-2111）へ電話してください。

坂井高齢者活動・生活支援促進機械施設 
農産物加工センター（坂井  高萩）

漬物、味噌、麹、
真空パック

６６－２１１１
（産業課）

坂北農産物加工施設（坂北  中島）
味噌、麹、豆腐、ジュース、
もち、赤飯、真空パック、
乾燥加工（大根、イモ）

６６－２５８１（加工所）
６６－２１１１（産業課）
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８
月
19
日
に
別
所
区
内
在
住
の
山
本

茂
さ
ん
か
ら
、
村
へ
寄
付
金
の
贈
呈
が

あ
り
ま
し
た
。

山
本
様
に
は
、
深
く
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
お
金
は
、
別

所
区
内
の
災
害
復
旧
や
災
害
防
止
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
、
安
心
・
安
全
の
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
観
光
課
の
協
力
隊
員
よ
り
●

「
相
変
わ
ら
ず
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
話
」

�

高
越　

美
知
子

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
マ
シ
ン
ピ
ラ

テ
ィ
ス
養
成
コ
ー
ス
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
テ

ス
ト
が
10
月
７
日
に
あ
り
ま
し
た
！　

と
は
い
え
、
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
は

テ
ス
ト
直
前
で
気
持
ち
ば
か
り
焦
っ
て

全
く
勉
強
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
す 

が
…

今
回
こ
の
挑
戦
を
始
め
て
み
て
一

番
よ
か
っ
た
点
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
同
期
の
仲

間
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
励
ま
し
あ
い
、
助
け

合
い
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
仲
間
が
い

る
。
大
人
に
な
っ
た
今
、
青
春
を
味

わ
う
日
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
（
笑
）

私
が
取
得
を
目
指
すBA

SI Pilates

と
い
う
団
体
は
資
格
取
得
が
大
変
と

言
わ
れ
て
い
て
、
実
際
フ
ァ
イ
ナ
ル

テ
ス
ト
と
は
名
ば
か
り
、
次
の
テ
ス

ト
の
受
験
資
格
を
得
る
ま
で
が
ま
た

長
い
の
で
す
。
た
だ
そ
こ
ま
で
大

変
だ
か
ら
こ
そ
、
以
前
よ
り
も
ピ
ラ

テ
ィ
ス
の
素
晴
ら
し
さ
や
可
能
性
を

も
の
す
ご
く
感
じ
る
こ
と
が
出
来
て

い
ま
す
。

そ
の
良
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
苦
手

と
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ピ
ラ
テ
ィ

ス
の
輪
を
筑
北
で
広
げ
て
い
け
れ
ば

い
い
な
と
日
々
邁
進
中
の
高
越
で
し

た
。

「
防
災
・
減
災
」

庄
司　

真
実

９
月
４
日
に
行
わ
れ
た
防
災
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。
非
常
用
バ
ッ
グ

の
中
身
を
確
認
す
る
と
賞
味
期
限
切

れ
の
お
菓
子
や
電
池
切
れ
の
懐
中
電

灯
が
あ
り
「
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
」
と

思
い
、
防
災
に
関
す
る
本
を
見
る
た

め
図
書
館
に
行
き
ま
し
た
。
本
の
中

で
非
常
持
ち
出
し
品
は
背
負
う
の
で

は
な
く
着
な
が
ら
持
ち
出
す
『
防
災

ベ
ス
ト
』
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
発
想
に
び
っ
く
り
！
今
後
玄
関
か

ら
だ
け
で
な
く
窓
か
ら
も
逃
げ
ら
れ

る
よ
う
に
、
就
寝
の
際
は
枕
元
に
置

い
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
プ
の
本
も
非
常
時
の
参
考
に

な
る
の
で
お
ス
ス
メ
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

��

活
動
報
告

活
動
報
告

一　

般　

寄　

付

一　

般　

寄　

付
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し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分

が
住
む
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

●
産
業
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
シ
ー
ズ
ン
到
来
」

冨
田　

陽
介

朝
晩
と
か
な
り
寒
く
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
私
に
と
っ
て
は
筑
北
村
で

過
ご
す
３
回
目
の
冬
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
冨
田
家
は
と
ん
で
も

な
く
冷
え
込
む
の
で
無
事
に
春
を
迎

え
た
い
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

坂
井
い
ち
ご
園
で
は
お
か
げ
さ
ま

こ
れ
か
ら
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

の
知
識
を
つ
け
、
何
か
起
き
た
と
き

冷
静
に
判
断
し
、
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
現
在
「
防
災
士
」
の
資

格
取
得
に
向
け
て
勉
強
中
で
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
首
都
直
下
型

地
震
・
富
士
山
噴
火
な
ど
い
つ
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
９
月
１
日
/
防
災
の
日

に
麻
生
太
郎
副
総
裁
は
「
戦
争
が
起

き
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
」

と
発
言
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は

日
本
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ

れ
る
な
ど
、
自
然
災
害
だ
け
で
は
な

く
有
事
に
つ
い
て
も
意
識
し
て
行
動

で
土
の
総
入
れ
替
え
も
終
わ
り
、
定

植
作
業
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

土
の
入
れ
替
え
を
手
伝
っ
て
い
た
だ

い
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
い
ち
ご
は
去
年
と
同

じ
く
４
品
種
を
育
て
て
い
ま
す
。
い

ち
ご
狩
り
メ
イ
ン
の
章
姫
、
紅
ほ
っ

ぺ
、
よ
つ
ぼ
し
、
出
荷
も
行
う
と
ち

お
と
め
。
い
ち
ご
の
出
荷
は
早
け
れ

ば
11
月
か
ら
、
い
ち
ご
狩
り
は
１
月

か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。
い
ち
ご
の

生
育
状
況
に
よ
っ
て
多
少
前
後
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
た
い
こ

と
に
毎
年
予
約
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る

の
で
ご
来
園
の
際
は
早
め
の
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
い
ち
ご
園
に
お
願
い
し

ま
す
。　
　

今
年
は
収
穫
量
の
増
加
も
見
込
ん

で
い
る
の
で
た
く
さ
ん
の
方
に
い
ち

ご
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
写
真
は
９

月
現
在
の
も
の
で
す
。

「
筑
北
村
の
良
い
と
こ
ろ
」長

谷
川　

正
悦

移
住
し
て
初
め
て
の
秋
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
村
で
は
稲
刈
り
が
始
ま

り
、
一
面
に
広
が
る
「
は
ぜ
か
け
」

の
美
し
い
光
景
が
何
と
も
風
情
が
あ

り
、心
癒
や
さ
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

心
癒
や
さ
れ
る
と
言
え
ば
、
こ
ん

な
話
を
耳
に
し
ま
し
た
。
台
風
14
号

の
翌
朝
、
仕
事
に
出
掛
け
る
時
に
田

ん
ぼ
を
見
た
ら
、
何
と
「
は
ぜ
か
け
」

が
倒
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
仕
事
が
あ
る
し
す
ぐ
に

は
ど
う
に
も
で
き
な
い
と
諦
め
モ
ー

ド
で
仕
事
に
向
い
、
夕
方
、
再
び
田

ん
ぼ
の
前
を
通
り
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
、
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「
な
・
な
・
な
ん
と
！
」
倒
れ
て
い
た

は
ず
の
「
箇
所
は
ぜ
か
け
」
が
綺
麗

に
立
ち
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
の
で

す
。
ど
う
も
ご
近
所
の
有
志
ら
が
起

こ
し
て
く
れ
た
み
た
い
で
す
が
、
無

関
係
の
私
が
そ
の
話
を
聞
い
て
も
感

銘
を
受
け
た
く
ら
い
な
の
で
、
田
ん

ぼ
の
主
は
ど
れ
ほ
ど
感
激
し
た
こ
と

か
？
「
利
を
求
め
ず
義
に
生
き
る
」

そ
の
よ
う
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
筑

北
村
に
移
住
し
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
人
の
苦
労
・
痛
み
が

分
か
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
す

ね
。
筑
北
村
初
心
者
の
私
も
、
そ
の

精
神
を
忘
れ
ず
、
微
力
な
が
ら
筑
北

村
の
た
め
に
何
か
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
企
画
財
政
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
車
を
借
り
て
気
が
付
い
た
こ
と
」

飯
塚　

る
り
子

車
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
有
名

な
飯
塚
で
す
が
、
夏
の
暑
い
時
期
、

ひ
と
月
だ
け
レ
ン
タ
カ
ー
を
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
通
勤
は
30
分
か

け
て
歩
い
て
い
た
の
が
5
分
で
済
み
、

週
末
に
は
村
外
の
大
き
な
ス
ー
パ
ー

ま
で
買
い
物
に
行
け
、
車
の
お
か
げ

で
生
活
は
格
段
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。

だ
け
ど
、な
ん
だ
か
物
足
り
な
い
日
々

で
し
た
。

毎
日
、
毎
朝
、
毎
夕
、
感
動
し
て

い
た
景
色
。
そ
れ
ら
が
た
だ
た
だ
通

り
過
ぎ
て
い
っ
て
し
ま
い
、
気
が
付

い
た
ら
車
を
借
り
て
い
た
１
ヶ
月
、

日
常
の
中
で
１
枚
も
写
真
を
撮
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
気
が

付
い
た
ら
、
青
々
と
し
て
い
た
田
ん

ぼ
が
ほ
ん
の
り
黄
色
く
色
づ
き
、
稲

穂
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

日
々
の
移
ろ
い
が
目
に
入
っ
て
い

る
よ
う
で
、
ま
っ
た
く
気
に
留
め
て

い
な
か
っ
た
の
だ
と
気
が
付
き
ま
し

た
。

車
を
返
却
し
て
徒
歩
生
活
に
戻
っ

て
丸
１
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
徐
々

に
冷
た
く
澄
ん
で
き
た
空
気
を
胸

い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
む
と
野
焼
き
の

煙
で
鼻
が
も
げ
そ
う
に
な
る
日
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
、
わ
ず
か
に

香
る
金
木
犀
に
喜
び
を
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

 「
ち
く
ほ
く
は
ー
ぶ
て
ぃ
」佐

野　

航
太

今
年
か
ら
小
さ
な
田
ん
ぼ
を
は
じ

め
草
と
の
戦
い
を
経
て
、
無
事
は
ぜ

か
け
米
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
佐
野

で
す
。

前
回
も
ご
報
告
し
た
ハ
ー
ブ
。
９

月
に
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
し
て
商
品
化

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
「
ち
く

ほ
く
は
ー
ぶ
て
ぃ
」
と
い
う
商
品
で

２
種
類
の
ブ
レ
ン
ド
を
作
り
ま
し
た
。

１
つ
目
は
農
作
業
中
で
も
ゴ
ク
ゴ
ク

い
け
る
！
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
を
ベ
ー
ス

に
し
た
後
味
に
清
涼
感
の
あ
る「
す
っ

き
り
ブ
レ
ン
ド
」。
２
つ
目
は
見
た
目

が
華
や
か
な
青
色
で
レ
モ
ン
を
入
れ

る
と
紫
色
に
変
化
す
る
目
か
ら
も
癒

し
を
く
れ
る
「
く
つ
ろ
ぎ
ブ
レ
ン
ド
」

で
す
。
使
用
し
て
い
る
ハ
ー
ブ
は
全

て
筑
北
村
産
で
、
こ
の
商
品
を
通
し

て
筑
北
村
の
自
然
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

筑
北
村
に
来
て
沢
山
の
初
め
て
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
自
分
が
商

品
を
作
る
日
が
来
る
と
は
想
像
も
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
い
ろ

ん
な
方
に
商
品
が
届
く
よ
う
に
販
路

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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長
野
県
弁
護
士
会
で
は
地
域
司
法

充
実
の
観
点
か
ら
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
相
続
問
題
や
お
困
り

事
等
を
抱
え
て
い
る
方
は
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
を
希
望
す
る
方
は
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
。
相
談
者
１
組
に
つ

き
概
ね
30
分
程
度
で
す
。

◆
日
時
：�

令
和
４
年
12
月
20
日
（
火
）�

午
後
１
時
か
ら
３
時

◆
場
所
：�

筑
北
村
役
場�

�

多
目
的
ホ
ー
ル

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

℡
66
―
２
１
１
１

※�

12
月
９
日
（
金
）
午
後
５
時 

〆
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

相
談
受
付
票
（
予
約
票
）
に
必
要
事

項
を
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

総
務
課
窓
口
又
は
電
話
に
て
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
時
間

の
予
約
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
に
よ
る

弁
護
士
に
よ
る��

��

無
料
法
律
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会

1111
月月
3030
日（
い
い
み
ら
い
）は

日（
い
い
み
ら
い
）は

��

「
年
金
」
の
日
で
す

「
年
金
」
の
日
で
す

依
存
症
当
事
者
等
の
家
族
が
、
同
じ

悩
み
を
抱
え
る
家
族
と
安
心
し
て
互
い

の
気
持
ち
を
分
か
ち
合
い
、
ま
た
本
人

と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
た
め
の
教
室
で

す
。
※
要
事
前
申
込
み

◆�

対
象
：
医
師
か
ら
依
存
症
の
診
断
を

受
け
た
、
も
し
く
は
「
乱
用
」
等
と

言
わ
れ
て
い
る
方
の
家
族

◆�

日
時
：
令
和
４
年
12
月
１
日
（
木
）

※
１
月
以
降
は
毎
月
第
１
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
ま
で

◆�

場
所
：
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

◆�

講
師
：
精
神
科
医
師
、
公
認
心
理
師
・

臨
床
心
理
士
、
保
健
師
、
精
神
保
健

福
祉
士 

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所

�

健
康
づ
く
り
支
援
課

　
　
　
　

�

℡
40
―
１
９
３
８

�
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

申
し
込
み
時
に
簡
単
な
聞
き
取
り
を
行

い
ま
す
。聞
き
取
り
状
況
に
よ
っ
て
は
ご

参
加
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
依
存
症
家
族
教
室
」
の

「
依
存
症
家
族
教
室
」
の

��

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

10
月
と
11
月
の
２
か
月
間
、「
麻
薬
・

覚
醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
な
ど
の
薬
物

の
乱
用
は
、
乱
用
者
個
人
だ
け
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
や

事
故
の
引
き
金
と
な
る
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
薬
物
乱
用
の
な
い
長
野
県

を
目
指
し
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所

�

℡
47
―
７
８
０
０

　

ま
た
は

　

長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

℡
０
２
６
―
２
６
６
―
０
２
８
０

麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止

麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止

��

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人

お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と

し
て
、
11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
を

「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
額

を
確
認
し
、
将
来
の
年
金
生
活
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
次
の
よ
う

な
様
々
な
機
能
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

・�

将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・�

電
子
版「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」の
閲
覧

・�

受
給
に
関
す
る
各
種
通
知
の
確
認

ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/n_net/

長
野
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

長
野
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
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編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条 4195 番地
電話 0263-66-2111
FAX 0263-66-3370
今回の内容
●９月定例会一般質問
　審議事項及び結果
●臨時会第３回、第４回
　審議事項及び結果
●選挙管理委員会お知らせ

筑
北
村第

102
号

議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
11
月
17
日
発
行

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
長
な

ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
持
ち
時
間

の
中
で
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の

方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信
や
疑
問

を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
報
告
や

説
明
を
求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
一
般
質
問
に
よ
り
、
執
行
機

関
の
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
政
治
責
任
を
明
確
に
さ
せ

ま
す
。
結
果
と
し
て
「
現
行
の
政
策

変
更
」や「
新
規
政
策
を
採
用
」さ
せ

る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

内
容
を
要
約
し
て
登
壇
順
（
質
問

順
）に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ �

紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
か
っ

た
質
問
も
あ
り
ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

10人の議員が発言 …… 9月定例会
登壇順

（質問順） 質　問　内　容 議員名

1 1村営住宅について	 2リモート授業の取組状況について
3村の情報発信について	 4マレットゴルフ場の整備について

玉井　玲子
（p21）

2 1第２次筑北村総合計画後期基本計画について
2役場組織について	 3村内環境整備について

藤原　孝一
（p21）

3

1温泉施設とくらの今後の運営の考え方について
2筑北、聖南中学校生徒数の現状と今後の若者対策について
3保育園の将来計画について	 4工場団地売却単価について
5持続可能な村づくりについて
6 �防災ラジオ、テレビ松本自主放送、防災無線に関する村民ア
ンケートについて	 7公共施設管理について

吉池　昌昭
（p22）

4
1 �旧本城小学校（現日本ウェルネス長野高校）校舎無償譲渡について
2 �差切狭温泉保養センター坂北荘季節限定スポーツ合宿受け入れについて
3サッカー場のメンテナンスについて	 4村長の政治姿勢について

宮下　敏彦
（p23）

5 1学校周辺河川の環境整備について	 2単身者向けアパートの建設について
3太陽光発電について

山田　直幸
（p24）

6
1筑北村の防災対策について
2 �人口減少に伴う子供たちの教育環境について
3 �ウクライナ等世界の難民問題について

櫻井　新一
（p24）

7 1行財政改革について	 2 DXの庁内進捗状況について
3 �村長の政策推進について

勝田　　昇
（p25）

8 1帯状疱疹ワクチンの補助金適用について
2若者定住対策に伴う住宅施策の進捗について	 3 �認知症対策について

一之瀬茂幸
（p26）

9 1令和 3年度決算における財政状況と今後の財政運営の考え方について
2一般財源の確保について

窪寺　　務
（p26）

10

1 �「筑北地域は、一つ」への具体的取り組み・成果について
2部活動の自治体応援への取り組みについて	
3 �諸証明のコンビニ交付導入見直しの経緯について
4 �工業団地工場建設の進捗状況等について　	
5粗大ゴミ回収料金増への対応について
6 �肥料等資材高騰に苦しむ農家への支援と、有機肥料への切替推進に対する考えについて

小山　正博
（p27）

村
の
考
え
を
問
う

村
の
考
え
を
問
う
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質
問　
村
営
住
宅
の
棟
数
と
入
居
率
を

尋
ね
る
。

建
設
課
長　
51
棟
、
１
０
３
戸
の
住
宅

が
あ
り
入
居
率
は
95
・
9
％
で
あ
る
。

�

質
問　
築
30
年
を
超
え
た
住
宅
の
割
合

と
そ
の
対
応
を
尋
ね
る
。

QQ   � �

村
営
住
宅
建
て
替
え
の
考
え
は

村
営
住
宅
建
て
替
え
の
考
え
は

AA  �  �

民
間
業
者
と
協
力
し
て

民
間
業
者
と
協
力
し
て  

で
き
な
い
か
検
討
中

で
き
な
い
か
検
討
中

玉
たま

井
い

 玲
れい

子
こ

議 員

建
設
課
長　
27
棟
42
戸
で
40
％
を
占
め

る
。
修
繕
周
期
を
踏
ま
え
定
期
点
検
を

行
い
、修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

�

質
問　
若
者
定
住
の
た
め
の
建
て
替
え

の
考
え
を
村
長
に
尋
ね
る
。

村
長　
村
が
建
て
る
の
で
は
な
く
民
間

業
者
と
協
力
し
て
住
宅
の
供
給
が
で
き

な
い
か
検
討
中
。

�

質
問 

い
つ
ご
ろ
建
設
で
き
る
の
か
目

標
や
見
通
し
を
尋
ね
る
。

村
長　
時
期
は
未
定
だ
が
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

村
の
情
報
発
信

質
問　

新
し
く
導
入
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
周
知
方
法
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
、テ
レ
ビ
松
本
で
知
ら
せ
て
い
る
。

�

質
問　
村
民
に
利
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
の
方
策
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　
ス
マ
ホ
教
室
で
の
普
及
。

各
地
域
で
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

支
援
の
出
前
講
座
を
開
催
し
た
時
に
ア

プ
リ
の
講
習
も
予
定
し
て
い
る
。

�

質
問　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
申
し

込
み
状
況
を
尋
ね
る
。

教
育
次
長　
早
い
段
階
で
15
名
の
定
員

に
達
し
た
。

�

質
問　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
は
社
協

と
連
携
し
て
、
各
地
域
の
サ
ロ
ン
で
の

開
催
が
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

教
育
長　
社
協
と
協
議
し
て
検
討
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
整
備

質
問　
冠
着
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
は

駐
車
場
の
問
題
、
本
城
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
で
は
休
憩
場
所
の
問
題
。
現
状
を

把
握
し
て
い
る
か
尋
ね
る
。

教
育
次
長　
駐
車
場
の
入
口
の
段
差
の

件
、
コ
ー
ス
場
内
に
休
憩
場
所
が
な
い

件
は
確
認
し
て
い
る
。

�

質
問　
今
後
の
対
応
を
尋
ね
る
。

教
育
次
長　
冠
着
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

は
駐
車
場
段
差
の
解
消
の
た
め
改
修
を

計
画
す
る
。
本
城
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

は
河
川
区
域
内
の
た
め
工
作
物
の
建
設

は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

質
問　
こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
に
使
っ

て
い
け
る
よ
う
に
し
っ
か
り
整
備
を
お

願
い
し
た
い
。

質
問　
第
２
次
総
合
計
画
の
変
更
を
３

月
定
例
会
で
議
決
。
４
年
度
当
初
予
算

に
計
上
、
５
月
に
実
施
計
画
が
策
定
さ

れ
る
中
、
７
月
に
事
業
を
見
送
る
と
さ

れ
た
。
短
期
間
に
急
展
開
し
て
し
ま
う

QQ    ��

第
二
次
総
合
計
画

第
二
次
総
合
計
画  

後
期
基
本
計
画
に
お
け
る

後
期
基
本
計
画
に
お
け
る  

実
施
計
画
の
実
行
性

実
施
計
画
の
実
行
性

AA  �  �

将
来
的
な
財
政
負
担
等
を

将
来
的
な
財
政
負
担
等
を  

考
慮
す
る
中
で
精
査
し
て
い
る

考
慮
す
る
中
で
精
査
し
て
い
る

藤
ふじ

原
わら

 孝
こう

一
いち

議 員

冠着マレットゴルフ場駐車場
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計
画
の
実
行
性
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　
４
年
度
事
業
に
掲
載

し
た
事
業
は
当
初
予
算
に
計
上
し
内
容

を
精
査
し
な
が
ら
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
質
問
内
容
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

件
と
承
知
し
て
い
る
が
、
将
来
的
な
財

政
負
担
等
を
考
慮
す
る
中
で
精
査
し
た
。

　

各
事
業
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
毎
年

度
目
標
達
成
状
況
を
検
証
し
、
達
成
で

き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
事
業
内

容
の
見
直
し
な
ど
行
い
、
よ
り
効
果
が

高
い
事
業
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

�

質
問　
今
回
は
、
あ
ま
り
に
も
短
期
間

の
変
更
で
何
の
た
め
に
計
画
に
載
せ
て

い
る
か
、
状
況
の
中
で
判
断
し
た
と
推

測
さ
れ
る
が
、
実
施
計
画
の
実
行
性
の

あ
る
内
容
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
検
証

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

企
画
財
政
課
長　
実
施
計
画
は
も
ち
ろ

ん
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
く
内
容
で
、

今
後
よ
り
精
査
し
な
が
ら
計
画
に
つ
い

て
は
策
定
し
、
予
算
に
つ
い
て
も
編
成

し
て
い
く
。

質
問　
今
後
、
村
に
と
っ
て
一
番
重
要

な
事
業
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
し
っ
か
り
検
証
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

環
境
整
備
の
状
況

質
問　
河
川
整
備
は
県
が
実
施
し
て
い

る
河
床
整
備
の
ほ
か
地
元
団
体
に
よ
る

河
川
愛
護
活
動
が
あ
る
が
、
今
年
度
の

実
施
状
況
を
尋
ね
る
。

建
設
課
長　
県
が
行
う
河
床
整
備
な
ど

は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
建
設

事
務
所
内
で
緊
急
度
の
高
い
順
に
行
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
地
域
の
方
に
草
刈

り
等
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

年
度
村
全
体
で
27
団
体
延
べ
５
５
６
名

の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
い
た
。

�

質
問　
高
齢
化
や
草
刈
機
が
な
い
な
ど

実
施
で
き
な
い
の
が
現
状
。
こ
れ
ら
の

地
区
や
区
間
等
で
き
な
い
と
こ
ろ
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
尋

ね
る
。

建
設
課
長　
地
域
や
有
志
の
皆
さ
ん
で

実
施
で
き
な
い
状
況
に
な
れ
ば
県
に
お

願
い
し
て
い
く
が
、
県
も
当
然
膨
大
な

費
用
が
か
か
る
の
で
す
ぐ
に
は
実
施
で

き
な
い
。
最
終
的
に
村
費
を
投
じ
る
こ

と
も
必
要
だ
が
、
そ
の
場
合
危
険
個
所

に
限
っ
た
形
で
の
対
策
を
視
野
に
入
れ

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
と
く
ら
は
、
令
和
３
年
度
、
売
上

が
４
，
９
０
０
万
円
ほ
ど
、
一
般
会
計
繰

入
額
が
５
，
８
０
０
万
円
、
繰
入
が
上

回
っ
て
い
る
。
今
後
も
直
営
で
経
営
を

し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
温
泉
施
設
委
員

会
で
の
検
討
は
考
え
て
い
な
い
の
か
尋

ね
る
。

観
光
課
長　
指
定
管
理
を
含
め
、検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
検
討
委
員
会
の

QQ   � �

温
泉
施
設
と
く
ら
今
後
の

温
泉
施
設
と
く
ら
今
後
の  

運
営
方
法

運
営
方
法

AA  �  �

経
営
改
善
し
直
営
を
継
続

経
営
改
善
し
直
営
を
継
続吉

よし
池
いけ

 昌
まさ

昭
あき

議 員

開
催
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
総
務
省

の
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
を
実
施
し
、

経
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

�

質
問　
指
定
管
理
の
募
集
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
尋
ね
る
。

村
長　
と
く
ら
25
周
年
イ
ベ
ン
ト
等
に

よ
り
売
上
の
回
復
に
力
を
入
れ
、経
営
改

善
し
直
営
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

筑
北
中
学
校
、聖
南
中
学
校�

生
徒
数
と
子
ど
も
対
策

質
問　
麻
績
村
単
独
の
筑
北
中
学
校
の

生
徒
数
と
、
３
村
が
合
併
し
て
で
き
た

聖
南
中
学
校
の
生
徒
数
に
大
差
が
な
い
。

こ
の
状
況
に
つ
い
て
、率
直
に
村
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
尋
ね
る
。

村
長　
生
徒
数
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、若
者
対
策
が
不
十
分
と
い
わ
れ
れ

ば
、
そ
の
と
お
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
生

徒
数
が
増
え
る
よ
う
な
努
力
を
し
て
い

き
た
い
。

�

質
問　
今
後
の
若
者
対
策
、来
年
度
予
算

で
の
考
え
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　
入
学
祝
い
金
制
度
、通
学
定
期
支

援
の
継
続
を
予
定
し
て
い
る
。
若
者
住

宅
も
検
討
中
で
あ
る
。

東条川の状況
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保
育
園
の
将
来
計
画

質
問　
坂
井
保
育
園
の
園
児
が
減
少
し

先
細
り
の
状
況
に
あ
る
。
坂
井
保
育
園

の
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
尋
ね
る
。

教
育
長　
平
成
28
年
学
校
統
合
の
提
言

書
は
、当
面
存
続
が
適
切
と
あ
る
。
３
歳

未
満
児
は
、安
全
面
か
ら
通
園
バ
ス
が
利

用
で
き
な
い
た
め
、２
園
を
継
続
し
て
い

く
。

工
業
団
地
売
却
単
価

質
問　
今
後
売
却
予
定
地
が
、今
回
売
却

地
よ
り
３
ｍ
も
低
い
。
造
成
も
出
来
て

い
な
い
。
売
却
単
価
に
つ
い
て
、十
分
検

討
し
た
の
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　
単
価
設
定
は
、過
去
の
住
宅

造
成
事
業
の
経
過
を
参
考
に
、
造
成
費
、

用
地
購
入
費
、測
量
費
を
合
わ
せ
て
設
定

し
た
。

�

質
問　
今
後
進
出
企
業
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

村
長　

白
紙
の
状
態
。
今
後
進
出
い
た

だ
け
る
企
業
を
精
力
的
に
探
し
て
い
く
。

質
問　
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
が

使
用
し
て
い
る
校
舎
に
つ
い
て
、
今
後

QQ   � �

旧
本
城
小
学
校
（
現
日
本

旧
本
城
小
学
校
（
現
日
本  

ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
）

ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
）  

校
舎
無
償
譲
渡

校
舎
無
償
譲
渡

AA  �  �

学
園
か
ら
申
し
出
あ
れ
ば

学
園
か
ら
申
し
出
あ
れ
ば  

検
討
し
た
い

検
討
し
た
い

宮
みや

下
した

 敏
とし

彦
ひこ

議 員

の
施
設
管
理
費
等
財
政
負
担
を
考
え
る

と
、
旧
筑
北
小
と
同
様
に
無
償
譲
渡
を

提
案
す
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
、
補
助

金
返
還
は
あ
る
か
尋
ね
る
。

村
長　
公
共
施
設
を
ス
リ
ム
化
し
た
い
。

学
園
か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
検
討
す

る
。

企
画
財
政
課
長　
補
助
金
は
、
学
校
施

設
と
し
て
使
用
し
続
け
る
の
で
内
閣
府

等
に
相
談
し
判
断
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
る

が
、免
除
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

サ
ッ
カ
ー
場
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

質
問　
サ
ッ
カ
ー
場
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

予
算
削
減
に
よ
り
、利
用
者
か
ら「
人
工

芝
の
状
態
が
急
激
に
悪
化
し
た
」
専
門

業
者
か
ら
は
「
こ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

状
況
で
は
全
面
張
替
の
時
期
が
早
ま
る

の
で
は
な
い
か
」
と
聞
き
懸
念
し
て
い

る
。
今
後
の
対
応
策
を
尋
ね
る
。

教
育
次
長　
筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ

委
託
し
週
１
回
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

専
門
業
者
に
よ
る
本
格
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
実
施
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

村
長
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

質
問　
当
初
予
算
で
議
決
さ
れ
た
コ
ン

ビ
ニ
交
付
事
業
を
見
送
る
と
突
如
表
明

し
た
後
一
転
、
規
模
縮
小
し
て
の
運
用

案
の
提
案
。
二
転
三
転
し
た
。
村
長
単

独
で
の
判
断
で
職
員
不
在
で
は
な
い
か
。

村
政
の
停
滞
迷
走
だ
と
危
惧
し
て
い
る
。

思
い
を
尋
ね
る
。

村
長　
職
員
の
協
力
を
得
て
行
政
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
も

し
職
員
不
在
だ
と
し
た
ら
私
が
や
ろ
う

と
す
る
こ
と
は
何
一
つ
で
き
て
い
な
い
。

�

質
問　
工
業
団
地
造
成
事
業
は「
フ
ァ
ー

ム
め
ぶ
き
」
誘
致
以
外
他
の
企
業
も
決

ま
ら
ず
、
売
却
単
価
や
高
低
差
あ
る
造

成
地
等
課
題
解
決
で
き
ず
停
滞
し
て
い

る
。
現
状
を
尋
ね
る
。

観
光
課
長　
一
社
の
進
出
は
決
ま
っ
て

い
る
が
他
の
造
成
地
は
現
在
未
定
。
課

坂井保育園

サッカー場のメンテナンス
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題
で
あ
る
造
成
地
の
不
足
土
等
、
問
題

も
含
め
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

質
問　
聖
南
中
学
校
前
を
流
れ
る
東
条

川
が
雑
木
林
状
態
に
な
っ
て
い
る
が
、

村
単
事
業
と
し
て
樹
木
伐
採
を
行
っ
て

は
い
か
が
か
尋
ね
る
。

建
設
課
長　
豪
雨
の
た
び
危
険
な
状
況

も
承
知
し
て
い
る
。
村
で
行
う
場
合
、

費
用
負
担
は
膨
大
な
も
の
に
な
る
こ
と

か
ら
、
以
前
よ
り
建
設
事
務
所
へ
は
要

望
を
出
し
て
い
た
。
今
年
、
建
設
事
務

所
長
と
の
現
地
調
査
を
行
い
、
中
学
校

が
指
定
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
状

況
も
伝
え
た
。
今
年
度
中
学
校
周
辺
を

河
床
整
備
の
実
施
個
所
と
す
る
こ
と
で

現
在
調
査
を
進
め
て
い
る
。
河
川
整
備

活
動
へ
の
参
加
人
数
も
減
少
し
て
い
る

が
事
業
実
施
後
は
、
地
域
で
の
管
理
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

QQ    

聖
南
中
学
校
前
東
条
川
の
整
備

聖
南
中
学
校
前
東
条
川
の
整
備

AA  �  �

河
床
整
備
の
実
施
個
所
と

河
床
整
備
の
実
施
個
所
と  

す
る
こ
と
で
調
査
中

す
る
こ
と
で
調
査
中

山
やま

田
だ

 直
なお

幸
ゆき

議 員

質
問　
実
施
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
め
た
地

域
で
の
整
備
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
重

要
だ
と
思
う
が
、
早
め
の
事
業
実
施
を

お
願
い
し
た
い
。

単
身
者
向
け
ア
パ
ー
ト
建
設

質
問　
単
身
向
け
ア
パ
ー
ト
の
必
要
性
、

今
後
の
候
補
地
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　
候
補
地
は
一
番
大
事
だ
と
考
え

て
い
る
。
分
譲
地
の
区
画
が
残
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
今
の
段
階
で
は
申
し

上
げ
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
単
身
者

用
の
問
い
合
わ
せ
は
、
非
常
に
多
い
こ

と
も
あ
る
の
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

早
急
に
進
め
た
い
。

乱
橋
太
陽
光
発
電

質
問　
事
業
者
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る

排
水
対
策
に
つ
い
て
村
と
し
て
安
全
は

ど
の
程
度
担
保
で
き
る
と
考
え
て
い
る

か
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

安
全
と
い
う
こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
な

い
。
各
事
業
者
に
は
維
持
管
理
計
画
書

作
成
、月
次
点
検
、大
雨
警
報
時
、緊
急

点
検
の
実
施
報
告
に
合
わ
せ
て
崩
落
な

ど
の
復
旧
等
も
行
う
よ
う
お
願
い
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

�

質
問　
県
・
村
の
指
導
の
結
果
、以
前
よ

り
排
水
対
策
な
ど
へ
の
対
策
は
一
定
の

評
価
は
で
き
る
と
考
え
る
。
今
後
、
同

様
の
問
題
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
条
例

改
正
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　
住
民
の
方
か
ら
自
身

の
土
地
に
事
業
者
か
ら
提
案
が
あ
り
設

置
し
た
い
と
い
う
相
談
も
受
け
て
い
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
期
間
を
設
け

る
こ
と
や
、
す
で
に
設
置
済
み
の
事
業

の
取
り
扱
い
方
な
ど
条
例
の
中
で
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。
早
く
改
正
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
準
備
が
整
い
次
第
、
審

議
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
見

直
し
は
考
え
て
い
る
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　
今
年
４
月
22
日
に
４
河
川

あ
る
一
級
河
川
の
う
ち
、東
条
川
、別
所

川
、
安
坂
川
に
つ
い
て
最
大
浸
水
想
定

区
域
が
長
野
県
よ
り
公
表
さ
れ
た
。
残

り
の
小
仁
熊
川
の
想
定
区
域
の
公
表
が

あ
り
し
だ
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、全
戸
に
配
布
す
る
。　

�

質
問　
警
戒
区
域
等
を
示
し
た
現
地
表

示
板
の
表
示
内
容
が
消
え
て
見
え
な
い
。

対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
課
長　
日
焼
け
し
た
看
板
は
再
生

費
用
を
調
査
し
補
正
予
算
、
ま
た
は
来

年
度
当
初
予
算
に
予
算
要
求
す
る
こ
と

で
対
応
す
る
。

QQ    

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

AA  �  �

一
級
河
川
の
浸
水
想
定
区
域
の

一
級
河
川
の
浸
水
想
定
区
域
の

公
表
が
あ
り
し
だ
い
作
成
す
る

公
表
が
あ
り
し
だ
い
作
成
す
る

櫻
さく

井
らい

 新
しん

一
いち

議 員

聖南中学校前  東条川の状況
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避
難
確
保
計
画

質
問　
介
護
施
設
入
所
者
の
個
別
避
難

計
画
策
定
に
つ
い
て
村
の
支
援
を
尋
ね

る
。

総
務
課
長　
避
難
確
保
計
画
の
作
成
や

避
難
訓
練
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
対

象
施
設
は
12
施
設
あ
り
、
11
の
施
設
は

計
画
作
成
済
み
で
、
残
り
の
１
施
設
は

今
年
度
中
に
作
成
の
見
込
み
。
村
と
し

て
は
計
画
作
成
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
き
、避
難
訓
練
等
も
支
援
し
て
い
る
。　

�

質
問　
仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　
村
の
ト
イ
レ
関
係
の
備
蓄

と
し
て
、
排
泄
物
を
熱
圧
着
し
て
匂
い

を
密
封
で
き
る
ト
イ
レ
を
12
基
、
ま
た

断
水
時
で
も
現
在
の
ト
イ
レ
に
も
設
置

で
き
、
ま
た
屋
外
に
も
設
営
で
き
る
簡

易
ト
イ
レ
を
50
基
を
防
災
倉
庫
に
備
蓄

し
て
い
る
。

人
口
減
少
に
伴
う
教
育
環
境

質
問　

村
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は

２
０
３
０
年
に
は
３
，
４
３
０
人
台
に

な
る
。
子
ど
も
の
人
口
も
少
な
く
な
る

が
、
教
育
環
境
に
対
す
る
考
え
を
尋
ね

る
。

教
育
長　
推
計
で
は
２
０
３
２
年
度
に

は
小
学
生
が
９
７
人
に
な
る
。
し
か
し

小
規
模
校
は
、
そ
の
子
に
合
っ
た
学
習

指
導
、
生
活
指
導
や
異
年
齢
の
児
童
生

徒
と
の
関
係
を
作
り
出
せ
る
。
ま
た
子

ど
も
の
発
言
機
会
、
発
表
機
会
を
増
や

せ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
他
校

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
や
来
年
度
か
ら

本
格
始
動
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
活
動
に
よ
り
小
規
模
校
の
強
み
を

い
か
し
た
教
育
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

�

質
問　
麻
績
村
の
学
校
と
の
統
合
を
考

え
て
い
る
か
伺
う

教
育
長　
近
隣
校
と
の
連
携
で
き
る
こ

と
は
や
る
。

質
問　
自
主
財
源
の
増
額
策
の
具
体
的

政
策
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ

Ｒ
の
充
実
や
基
金
運
用
な
ど
の
新
た
な

運
用
方
法
を
検
討
。
住
民
の
負
担
軽

減
等
を
目
的
に
無
料
に
し
て
い
た
施
設

使
用
料
等
の
見
直
し
時
期
が
来
て
い
る
。

使
用
料
の
見
直
し
は
、
住
民
理
解
を
得

る
た
め
に
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
合
わ
せ
、

根
拠
を
明
確
に
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

村
長　

筑
北
村
の
財
政
力
指
数
（
※

１
）は
0
・
16
で
県
下
で
下
か
ら
5
～
8

番
目
だ
。
高
齢
化
が
進
み
、
生
産
人
口

が
減
っ
て
い
る
の
で
、企
業
誘
致
、若
者

の
移
住
で
税
収
を
増
や
す
こ
と
が
王
道

だ
と
思
っ
て
い
る
。

�

質
問　
人
口
減
対
策
と
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
策
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　
人
口
対
策
、
行
政
コ

QQ   � �

自
主
財
源
の
増
額
策

自
主
財
源
の
増
額
策

AA  �  �

使
用
料
等
見
直
し
時
期
が

使
用
料
等
見
直
し
時
期
が  

来
て
い
る

来
て
い
る

勝
かつ

田
た

　 昇
のぼる

議 員

ス
ト
削
減
は
非
常
に
重
要
な
課
題
。
職

員
一
人
一
人
が
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を

意
識
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
既
存
施

設
の
有
効
活
用
、施
設
の
除
去
・
維
持
修

繕
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
削
減
を
し
て
い

き
た
い
。

Ｄ
Ｘ（
※
２
）の
庁
内
進
捗
状
況

質
問　
庁
内
Ｄ
Ｘ
推
進
組
織
と
進
捗
状

況
を
尋
ね
る
。

村
長　
Ｄ
Ｘ
推
進
組
織
は
、
主
管
は
企

画
財
政
課
で
職
員
２
名
、
任
用
職
員
１

名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
庁
内
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー（
能
力
）

を
高
め
た
い
。
Ｄ
Ｘ
推
進
に
は
、「
Ｄ
Ｘ

推
進
室
」
が
必
要
と
も
考
え
る
。
Ｄ
Ｘ

推
進
は
非
常
に
範
囲
が
広
い
と
感
じ
て

い
る
。

�

質
問　
講
習
会
・
研
修
の
予
定
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

村
長　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
を
含
め

具
体
的
に
は
少
し
先
と
思
う
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
活
用
等
職
員
が
講
師
と
な
っ

て
推
進
、
専
門
の
知
識
を
持
っ
た
人
の

確
保
は
難
し
い
。
必
要
に
応
じ
て
助
言

を
い
た
だ
く
こ
と
は
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。

※
１　

�

地
方
自
治
体
の
財
政
力
を
示
す

印刷が薄れている表示版
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指
数
、
こ
の
指
数
が
高
い
ほ
ど

財
政
力
が
高
い
。

※
２　

�
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
の
浸
透
が
人
々
の

生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良

い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

質
問　
帯
状
疱
疹
を
発
症
す
る
人
が
増

加
し
て
い
る
。
自
費
で
接
種
す
る
と
一

回
当
た
り
１
万
～
３
万
円
費
用
が
か
か

る
。
補
助
金
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
い
か
が
か
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　
長
野
県
も
国
に
対
し

て
要
望
し
て
い
く
考
え
で
、
動
向
を
注

視
し
検
討
し
て
い
く
。

住
宅
施
策
の
進
捗
状
況

質
問　
村
長
の「
所
信
」の
中
、
人
口
減

QQ   � �

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
補
助
金

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
補
助
金

AA  �  �

国
県
の
動
向
を
見
な
が
ら

国
県
の
動
向
を
見
な
が
ら  

検
討
検
討

一
いち

之
の

瀬
せ

 茂
しげ

幸
ゆき

議 員

少
対
策
で
住
宅
の
供
給
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
進
捗
状
況

と
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
長　
候
補
地
と
し
て
竹
之
下
団

地
を
第
一
候
補
と
考
え
て
い
る
が
、
利

便
性
等
考
慮
し
て
他
の
土
地
も
検
討
し

て
い
く
。

質
問　
３
月
末
ま
で
は
厳
し
い
と
の
こ

と
だ
が
、
筑
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
ま

で
に
告
知
で
き
る
よ
う
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

認
知
症
対
策

質
問　
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の

方
の
２
割
は
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
本
村
で
は
認
知
症
地
域
支
援

相
談
員
は
２
名
体
制
の
中
で
相
談
は
毎

日
発
生
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
相

談
件
数
は
月
間
何
件
あ
る
か
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　
令
和
２
年
度
13
件
、

令
和
３
年
度
19
件
、
令
和
４
年
度
８
月

末
５
件
、
認
知
症
以
外
の
相
談
も
含
め

る
と
毎
日
あ
る
。

�

質
問　
認
知
症
初
期
支
援
チ
ー
ム
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
内
に
相
談
窓
口
を
設
け
、家
族
、医

療
機
関
、
他
部
署
か
ら
の
相
談
や
情
報

提
供
を
受
け
て
い
る
。
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
保
健
師
、社
会
福
祉
士
、介

護
支
援
専
門
員
が
、
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
と
し
て
、
認
知
症
専
門
医
や
か

か
り
つ
け
の
主
治
医
と
連
携
を
図
る
体

制
を
と
っ
て
い
る
。
相
談
、
情
報
提
供

を
基
に
訪
問
を
行
い
認
知
症
専
門
医
の

受
診
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
つ

な
げ
て
い
る
。

�
質
問　
筑
北
村
と
し
て
の
課
題
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　
生
活
習
慣
病
が
要
因

と
な
る
認
知
症
予
防
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防

の
視
点
、認
知
症
に
な
っ
て
も
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
が
送
れ
る
よ
う
地
域

の
支
え
合
い
が
必
要
で
あ
る
。
今
年
度

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
を
住
民
、

職
員
対
象
に
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

質
問　
決
算
の
財
政
状
況
分
析
を
ど
う

と
ら
え
て
い
る
か
尋
ね
る
。

村
長　
実
質
公
債
費
比
率
は
良
好
な
状

態
で
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
財
政
力
指

数
は
低
く
、
全
体
と
し
て
余
裕
が
な
い

状
況
。
現
時
点
で
の
数
値
と
し
て
と
ら

え
、
健
全
財
政
が
維
持
で
き
る
よ
う
歳

入
歳
出
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
村

政
を
進
め
る
。

�

質
問　
４
年
度
も
大
型
重
点
継
続
事
業

が
あ
る
が
、
今
後
の
財
政
運
営
の
考
え

方
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　
国
勢
調
査
人
口
が
減

少
し
た
こ
と
で
、
交
付
税
額
は
減
少
が

QQ   � �

財
政
状
況
と
財
政
運
営
の

財
政
状
況
と
財
政
運
営
の  

考
え
方

考
え
方

AA  �  �

健
全
財
政
が
維
持
で
き
る

健
全
財
政
が
維
持
で
き
る  

よ
う
進
め
る

よ
う
進
め
る

窪
くぼ

寺
てら

 　務
つとむ

議 員

竹之下団地の未売却土地
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進
む
と
思
わ
れ
る
。
将
来
に
備
え
た
財

政
運
営
の
実
施
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準

維
持
の
た
め
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を

意
識
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

そ
の
他
、
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
企

業
誘
致
、
若
者
定
住
対
策
な
ど
を
考
え
、

政
策
立
案
、
予
算
編
成
に
反
映
で
き
る

よ
う
努
め
る
。

一
般
財
源
の
確
保�

（
工
業
団
地
造
成
地
売
買
価
格
）

質
問　
工
業
団
地
造
成
に
伴
う
用
地
売

買
価
格
の
考
え
方
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　
竹
之
下
宅
地
造
成
事
業
等
、

道
路
建
設
や
水
道
事
業
等
の
経
費
は
含

め
な
い
考
え
方
を
基
本
と
し
売
買
価
格

を
算
出
し
て
い
る
。

�

質
問　
今
回
の
造
成
地
売
買
価
格
は
、

宅
地
造
成
地
の
１
割
程
度
の
価
格
設
定

で
あ
る
。
進
出
企
業
に
す
れ
ば
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
直
結
の
一
等
地

と
な
る
が
、
今
後
工
業
団
地
造
成
計
画

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
尋
ね
る
。

観
光
課
長　
今
回
団
地
造
成
は
１
区
画

だ
が
、
今
後
の
企
業
誘
致
エ
リ
ア
を
検

討
し
て
い
る
。
今
後
は
客
土
等
造
成
工

事
に
多
額
の
経
費
が
見
込
ま
れ
、
造
成

単
価
に
相
当
額
の
差
が
で
る
と
想
定
さ 

れ
る
。

�

質
問　
工
場
団
地
は
、
１
区
画
の
み
で

な
く
、
全
体
的
な
計
画
で
実
施
す
る
こ

と
が
本
来
で
あ
る
。
優
良
用
地
を
活
用

し
た
企
業
誘
致
・
工
業
団
地
造
成
に
向

け
、今
後
の
対
応
に
期
待
し
た
い
。　

　

今
後
条
例
に
基
づ
き
、
進
出
企
業
に

補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
が
、
補
助
額
は

売
買
価
格
の
約
４
割
強
が
想
定
さ
れ
る
。

今
後
村
の
活
性
化
、
一
般
財
源
の
確
保

に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
尋
ね
る
。

観
光
課
長　
現
在
進
出
予
定
企
業
は
１

社
で
、
以
降
の
進
出
企
業
は
未
定
。
補

助
金
は
、
企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境

整
備
で
あ
り
、企
業
や
、雇
用
か
ら
の
税

収
等
増
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

質
問　
チ
ク
ホ
ク
新
時
代
・
村
長
公
約

で
あ
る
、「
筑
北
地
域
は
、一
つ
」の
実
績

と
し
て
、
麻
績
村
と
連
携
し
燃
料
購
入

商
品
券
を
発
行
し
た
が
、
更
な
る
共
通

課
題
へ
の
連
携
し
た
取
り
組
み
（
関
連

事
業
･
課
題
を
協
議
す
る
組
織
等
）
を

尋
ね
る
。

村
長　
今
回
の
補
正
予
算
へ
提
出
の
通

学
定
期
へ
の
補
助
制
度
と
ゴ
ミ
袋
購
入

補
助
。
共
通
課
題
と
し
て
筑
北
地
域
共

通
商
品
券
の
発
行
を
両
村
の
商
工
会
を

交
え
て
検
討
し
た
い
。

QQ    ��「
筑
北
地
域
は
、
一
つ
」
へ
の

「
筑
北
地
域
は
、
一
つ
」
へ
の

具
体
的
取
り
組
み
・
成
果

具
体
的
取
り
組
み
・
成
果

AA  �  �

通
学
定
期
券
・
ゴ
ミ
袋
購
入

通
学
定
期
券
・
ゴ
ミ
袋
購
入  

補
助
制
度

補
助
制
度

小
こ

山
やま

 正
まさ

博
ひろ

議 員

　

Ｄ
Ｘ
対
応
と
し
て
、
自
治
体
の
基
幹

シ
ス
テ
ム
は
令
和
８
年
度
ま
で
に
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
に
移
行
予
定
で
あ
る

の
で
情
報
交
換
し
て
い
く
。

部
活
動
の
自
治
体
応
援
へ
の�

取
り
組
み

質
問　
国
は
「
学
校
の
働
き
方
改
革
を

踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
」
に
よ
り
休
日

の
中
学
校
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移

行
を
令
和
５
年
度
か
ら
推
進
す
る
方
針

で
あ
る
が
、現
状
と
課
題
を
尋
ね
る
。

教
育
長　
一
番
の
課
題
は
、
休
日
に
生

徒
へ
専
門
的
な
指
導
や
大
会
へ
の
引
率

を
行
う
受
け
皿
を
見
つ
け
る
の
が
困
難

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
に
も
３
点
の

課
題
あ
り
、
一
つ
目
は
指
導
者
へ
の
報

酬
や
ク
ラ
ブ
の
月
謝
が
発
生
し
保
護
者

の
負
担
と
な
り
、
ど
の
よ
う
に
理
解
を

得
て
い
く
か
。
二
つ
目
は
怪
我
を
し
た

り
、
い
じ
め
が
発
生
し
た
場
合
に
地
域

指
導
者
に
対
応
が
委
任
さ
れ
る
こ
と
。

三
つ
目
は
、
平
日
と
休
日
の
指
導
の
仕

方
が
異
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
今

後
の
対
応
は
、
中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
文

化
活
動
運
営
委
員
会
に
て
検
討
す
る
。

工場団地の様子
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工
業
団
地
工
場
建
設
の
進
捗

質
問　
工
場
建
設
が
遅
れ
て
い
る
。
次

年
度
の
建
設
計
画
・
工
場
規
模
・
地
域
農

業
へ
の
波
及
効
果
を
尋
ね
る
。

村
長　
「
フ
ァ
ー
ム
め
ぶ
き
」の
計
画
で

は
、
石
臼
蕎
麦
製
粉
工
場
と
乾
燥
施
設
、

多
目
的
倉
庫
を
建
設
す
る
と
伺
っ
て
い

る
。
ま
た
、
県
内
産
玄
蕎
麦
３
６
０
ト

ン
を
集
荷
し
、
年
間
１
１
２
ト
ン
の
蕎

麦
の
乾
燥
を
予
定
し
、
蕎
麦
栽
培
面
積

を
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
増
や
す
と
伺
っ

て
い
る
。
地
域
内
蕎
麦
生
産
の
効
率
化

と
村
内
の
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
が

期
待
で
き
る
。

粗
大
ゴ
ミ
回
収
料
金
増
へ
の
対
応

質
問　
前
回
10
㎏
当
た
り
６
０
０
円
だ

が
、
今
回
40
％
ア
ッ
プ
し
８
５
０
円
で

あ
る
値
上
げ
理
由
を
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　
粗
大
ゴ
ミ
は
、
行
政

と
し
て
回
収
し
て
い
な
い
。
村
は
回
収

場
所
の
提
供
を
し
て
い
る
。
回
収
業
者

か
ら
は
物
価
高
騰
に
よ
り
や
む
な
く
値

上
げ
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

令和４年 ９月定例会審議結果
1.  認 定
賛否の別れた審議結果（○は賛成、×は反対、－は欠席）

件　　名
各　議　員　の　賛　否

議決の 
結果

一
之
瀬

窪
寺

小
山

玉
井

藤
原

吉
池

宮
下

山
田

櫻
井

勝
田

鎌
田

令和 3 年度
筑北村一般会計歳入歳出決算
認定について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 認定

全会一致で承認、認定された審議結果
件　　　　名 議決の結果

専決処分の承認を求めることについて 
令和 4 年度 筑北村一般会計補正予算（第 3 号） 承認

専決処分の承認を求めることについて 
令和 4 年度 筑北村一般会計補正予算（第 4 号） 承認

令和 3 年度 筑北村バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村とくら温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村差切峡温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村冠着温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和 3 年度 筑北村合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
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2.  議 案
全会一致で可決された審議結果

件　　　　名 議決の結果

令和 4 年度 筑北村一般会計補正予算（第 5 号） 可決

令和 4 年度 筑北村バス事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決

令和 4 年度 筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 可決

令和 4 年度 筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 可決

令和 4 年度 筑北村介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 可決

令和 4 年度 筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 1 号） 可決

令和 4 年度 筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第 1 号） 可決

令和 4 年度 筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第 2 号） 可決

令和 4 年度 筑北村簡易水道事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決

令和 4 年度 筑北村集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決

令和 4 年度 筑北村合併浄化槽事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決

筑北村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 可決

3.  発 議
件　　　　名 審議の結果

さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書
　※関係機関へ意見書を送付しました。 可決

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を求める意見書
　※関係機関へ意見書を送付しました。 可決

令和４年 第３回臨時会審議結果
　10月 12日に行われた令和４年第３回臨時会の審議結果は、以下の通りです。

全会一致で可決された審議結果
件　　　　名 議決の結果

令和 4 年度 筑北村一般会計補正予算（第 6 号） 可決

令和 4 年度 道路メンテナンス補助事業日向橋修繕工事請負契約について 可決

令和 4 年度 学校施設環境改善交付金事業聖南中学校体育館改修工事請負契約について 可決
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10
月
12
日
、
青
木
村
･
筑
北
村
議
会
議
員
懇
談

会
が
青
木
村
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２

村
は
、
１
年
お
き
に
相
互
の
村
を
訪
問
し
交
流
し
て

い
ま
す
。

北
村
青
木
村
長
か
ら
ご
あ
い
さ
つい
た
だ
い
た
後
、

沓
掛
教
育
長
か
ら
「
青
木
村
の
教
育
に
つい
て
」
と

題
し
、
青
木
村
で
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
木
村
で
は
、
平

成
25
年
よ
り
３
年
間
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル

校
と
し
て
小
中
学
校
が
文
部
省
か
ら
指
定
さ
れ
て

実
践
を
重
ね
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
、
障
害
の
あ
る
子
も
、

な
い
子
も
共
に
学
ぶ
仕
組
み
で
す
。

青
木
村
で
は
、
10
年
前
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
１
名

雇
用
し
、
乳
幼
児
健
診
に
始
ま
っ
て
、
保
・
小
・
中

を
訪
問
し
て
、
子
ど
も
や
保
護
者
、
先
生
が
い
つ
で

も
相
談
で
き
る
体
制
を
構
築
し
た
そ
う
で
す
。「
周

り
の
音
に
過
敏
に
反
応
し
集
中
が
続
か
な
い
」
な
ど
、

子
ど
も
の
特
性
や
必
要
な
配
慮
を
確
認
し
、
教
員

や
保
護
者
ら
と
相
談
し
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
「
た
ん
と
キ
ッ
ズ
あ
お
き
」
を
視
察
し

ま
し
た
。
青
木
村
で
は
、
こ
の
事
業
所
と
連
携
し

て
、「
早
期
発
見
、
早
期
療
育
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

運
営
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
た
ん
と
。」
の
飯
島
理
事

長
か
ら
は
「
小
さ
い
頃
か
ら
の
支
援
で
、
そ
の
人
ら

し
く
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た

い
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
子
を
大
事
に
す
る
教
育
と
し
て

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

青
木
村
・
筑
北
村
議
会

青
木
村
・
筑
北
村
議
会��

��

議
員
懇
談
会

議
員
懇
談
会（（
1010
月月
1212
日
）
日
）

令和４年 第４回臨時会審議結果
　10月 27日に行われた令和４年第４回臨時会の審議結果は、以下の通りです。

賛否の別れた審議結果（○は賛成、×は反対、－は欠席）

件　　名
各　議　員　の　賛　否

議決の 
結果

一
之
瀬

窪
寺

小
山

玉
井

藤
原

吉
池

宮
下

山
田

櫻
井

勝
田

鎌
田

財産（土地）の処分に 
ついて ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ 可決

全会一致で可決された審議結果
件　　　　名 議決の結果

令和 4 年度 筑北村一般会計補正予算（第 7 号） 可決

懇談会の様子

NPO法人「たんと。」の視察
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年末年始は、お歳暮やお年賀など、何かと贈り物をする機会が多くなる時期です。
そこで、この機会に皆さまに改めてご理解いただきたいのが、きれいな政治、お金のかから
ない政治の実現、選挙の公正の確保を目指す「三ない運動」（贈らない、求めない、受け取らない）
です。　
政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ることはもちろん、有権者が政治家に寄附や贈り物を
求めることも、公職選挙法により禁止されています。
また、政治家が選挙区内の人に年賀状や暑中見舞状などの時候のあいさつ（電報も含む）を
出すのは、「答礼のための自筆によるもの」以外は禁止されています。

「三ない運動」をご存知ですか？
筑北村選挙管理委員会からのお知らせ

（総務省ホームページより引用）

政治家の寄附は禁止！
有権者が政治家に寄附を求めることも禁止！
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筑
北
村

令
和
４
年
11
月
17
日
発
行

Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野
局
が
、
上
田
市
の
無

言
館
を
取
材
し
て
制
作
し
た
『
声
な

き
声
に
耳
を
澄
ま
せ
て
』
と
い
う
番

組
を
８
月
に
見
た
。
館
主
の
窪
島
誠

一
郎
さ
ん
と
、
女
優
の
吉
永
さ
ゆ
り

さ
ん
が
対
談
し
、
朗
読
す
る
と
い
う

内
容
だ
っ
た
。

番
組
の
前
半
は
、
戦
没
画
学
生
日

高
泰
典
さ
ん
の
絵
の
モ
デ
ル
を
し
た

方
が
、
泰
典
さ
ん
が
戦
死
さ
れ
て
か

ら
50
年
後
の
１
９
９
９
年
に
、
鹿
児

島
か
ら
無
言
館
を
訪
れ
て
書
か
れ
た

来
館
者
感
想
ノ
ー
ト
を
、
吉
永
さ
ん

が
朗
読
し
た
。
吉
永
さ
ん
は
36
年
間
、

女
優
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
戦
争
や

原
爆
詩
の
朗
読
会
を
開
い
て
き
て
い

る
。
無
言
館
に
つ
い
て
は
、
東
京
で

開
か
れ
た
展
覧
会
を
見
て
、
画
学
生

の
絵
が
気
に
か
か
り
、
無
言
館
を
訪

れ
て
、
今
回
の
出
演
に
至
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

後
半
の
対
談
の
中
で
、
窪
島
さ
ん

は
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。「
若
い

頃
は
、高
度
成
長
の
時
期
で
、私
も
お

金
持
ち
に
な
り
た
く
て
、
小
さ
な
飲

食
店
と
画
廊
を
経
営
し
た
。
そ
こ
で

成
功
す
る
こ
と
が
で
き
、
世
田
谷
に

無
言
館

家
も
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、60
歳
頃
か
ら
、戦
争
と
向
き
合
っ

て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
自
分
自
身
の

反
省
が
あ
っ
た
。「
不
在
の
罪
」で
あ

る
。
絵
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、
種
子

島
で
泰
典
さ
ん
の
兄
弟
か
ら
絵
を
託

さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
戦
没
画

学
生
の
絵
を
集
め
て
美
術
館
を
開
こ

う
と
、
無
言
館
を
建
設
し
た
。
こ
こ

に
は
、
戦
没
画
学
生
達
の
絵
が
か
も

し
出
す
コ
ー
ラ
ス
が
あ
る
。
私
は
80

歳
を
超
え
て
、
人
生
の
ロ
ス
タ
イ
ム

を
迎
え
て
い
る
。
人
生
の
勝
負
所
で

あ
る
。
こ
こ
を
き
ち
ん
と
背
筋
を
伸

ば
し
て
生
き
な
い
と
、
今
ま
で
の
人

生
が
ダ
メ
に
な
る
と
い
う
気
に
な
る
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
無
言
館
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。」

無
言
館
は
訪
れ
る
と
、
出
た
後
何

か
心
に
残
る
物
が
あ
る
場
所
で
あ
る
。

今
回
の
番
組
を
見
て
、
そ
れ
は
画
学

生
達
の
「
も
っ
と
生
き
た
い
。
も
っ

と
描
き
た
い
。」
と
い
う
叫
び
だ
と

言
語
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

人
は
、
老
い
を
迎

え
る
と
、
窪
島
さ

ん
の
よ
う
に
考

え
る
も
の
か
と

思
っ
た
。

10
月
15
日
（
土
）、
千
曲
高
原
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
「
第
17
回
筑

北
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
準
備
か
ら
大
会
運
営
ま
で
、
筑

北
村
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
に
ご
協
力
い

た
だ
き
な
が
ら
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
日
ご
ろ
の
行
い
の
せ
い
か
快
晴

と
な
り
ま
し
た
。

山
崎
公
民
館
長
に
よ
る
始
球
式
で
ス

タ
ー
ト
し
、
45
名
の
参
加
者
は
各
々
、

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
汗
を
流
し
な
が
ら

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第第
1717
回回  

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

表　彰表　彰

優　勝　優　勝　宮川 亮佑宮川 亮佑

準優勝　準優勝　藤澤 光雄藤澤 光雄

３　位　３　位　宮下 敏和宮下 敏和

始球式を行う始球式を行う
山崎公民館長山崎公民館長

優勝者優勝者
宮川亮佑さん宮川亮佑さん
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10
月
21
日
、「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

の
集
い
」
が
筑
北
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
新
た
に
「
め
ん

こ
」「
割
り
ば
し
鉄
砲
」「
珍
し
い
た
こ

作
り
」「
や
し
ょ
う
ま
」「
手
あ
み
」
の

五
講
座
が
増
え
、
講
師
の
方
に
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
年
も
楽
し
く
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

～
子
ど
も
た
ち
の
感
想
か
ら
～

・�

地
域
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、
折
り

紙
で
「
カ
エ
ル
」
を
作
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
地
域

の
方
に
教
え
て
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。�

（
折
り
紙
）

・�

的
に
当
て
て

遊
び
ま
し
た
。

遠
く
ま
で
強

く
ゴ
ム
が
飛

ん
で
お
も
し

ろ
か
っ
た
で

す
。

�

（
割
り
ば
し
鉄
砲
）

・�

三
つ
の
ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま
を
作
り
ま
し

た
。
作
る
の
が
簡
単
で
、
た
く
さ
ん

回
し
て
遊
び
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た

で
す
。�
（
ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま
）

・�

パ
ス
テ
ル
を
使
っ
て
、
柿
の
絵
を
楽

し
く
描
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

自
分
で
作
っ
た

絵
手
紙
を
お
姉

さ
ん
に
送
り
ま

し
た
。
喜
ん
で

も
ら
え
る
と
嬉

し
い
で
す
。

�

（
絵
手
紙
）

・�

生
地
に
色
を
ま
ぜ
な
が
ら
、
さ
く
ら

と
ツ
バ
キ
の
模
様
の
や
し
ょ
う
ま
を

作
り
ま
し
た
。
き
れ
い
に
で
き
た
し
、

家
に
持
ち
帰
っ
て
焼
い
て
食
べ
た
ら
、

も
ち
も
ち
と
し
て
い
て
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
家
族
に
も
喜
ん
で
も
ら
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
。�（
や
し
ょ
う
ま
）

講
師
の
皆
さ
ま
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
早
く
か
ら
準
備
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
当
日
も
優
し
く
丁
寧
に
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
か
り

し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

聖
南
中
学
校
読
み
聞
か
せ

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
９
月
21

日
、
３
年
生
に
乱
橋
の
民
話
を
基
に
制
作

し
た
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。

紙
芝
居
の
内
容
は
、
乱
橋
の
唐か
ら

鳥と

屋や

城

主
藤
沢
大
道
の
娘
で
あ
る
、「
橋
姫
」の
お

話
で
す
。（
あ
く
ま
で
も
作
ら
れ
た
お
姫

様
の
お
話
で
す
）

紙
芝
居
は
３
年
程
前
に
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
有
志
が
、乱
橋
の
西
沢
徳
江

さ
ん
よ
り
唐
鳥
屋
城
の
お
姫
様
の
お
話
を

聞
く
機
会
が
あ
り
、是
非
紙
芝
居
に
し
た

い
と
願
い
作
成
し
ま
し
た
。

脚
本
は
、
山
崎
貞
子
さ
ん
・
若
林
喜
代

子
さ
ん
、絵
は
堀
田
勇
さ
ん
、構
成
は
鎌
田

欣
子
さ
ん
の
力
を
借
り
て
完
成
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
事
前
に
配
布
さ
れ
た
、
生

涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
財
案
内
グ

ル
ー
プ
が
作
成
し
た
、
乱
橋
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
目
を
通
し
た
後
に
真
剣
な
眼
差
し

で
紙
芝
居
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
よ
り
、

「
橋
姫
」の
お
話
の
記
念
に
と
、
色
紙
で
作

ら
れ
た
く
す
玉
を
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

筑
北
二
保
育
園 

秋
晴
れ
の
稲
刈
り

９
月
12
日
、
応
援
団
の
皆
さ
ん
と
保
護

者
会
役
員
・
年
長
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
も
と
、恒
例
の
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

稲
刈
り
を
予
定
し
て
い
た
週
は
雨
の
た

め
延
期
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の

日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
年
長

の
園
児
た
ち
は
前
も
っ
て
水
抜
き
を
し
て

も
ら
っ
た
乾
い
た
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
稲
刈

り
と
は
ぜ
か
け
を
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
応
援
団
や
保
護
者
の
方
々

に
教
わ
り
な
が
ら
、
一
緒
に
稲
刈
り
を
楽

し
ん
だ
様
子
で
し
た
。（
ご
覧
に
な
っ
た

方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
）

収
穫
し
た
も
ち
米
は
、12
月
に
保
育
園

の
も
ち
つ
き
会
で
お
餅
を
つ
い
て
鏡
も
ち

を
作
り
ま
す
。

�

学
校
運
営
委
員
会
広
報
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
情
報

乱
橋
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

せ
〜
の
!!

し
っ
か
り
持
っ
て
刈
れ
る
か
な

しっとりと心に響く語り

「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」

を
振
り
返
っ
て

令
和
４
年
度

【
今
年
度
開
講
さ
れ
た
講
座
】

・
わ
ら
細
工	

・
ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま

・
絵
手
紙	

・
か
ざ
り
キ
ュ
ー
ブ

・
折
り
紙	

・
割
り
ば
し
鉄
砲

・
紙
飛
行
機	

・
珍
し
い
た
こ
作
り

・
缶
ぽ
っ
く
り	

・
や
し
ょ
う
ま

・
め
ん
こ	

・
手
あ
み
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新型コロナウイルスの影響により、今年度は分散開催となったきささげ祭、10月19日に全ての内容を終え、
閉祭式を迎えることができました。

 10 月 1 日（土） 展示見学　プレ聖南バトル
 7 日（金） きささげ祭 1 日目……開祭式・俳句コンテスト・聖南バトル・展示見学
 11 日（火） 雨のために延期になった全校リレー
 12 日（水） 生徒会企画Ⅰ
 19 日（水） きささげ祭 2 日目……学年学習発表・音楽会・生徒会企画Ⅱ・閉祭式

　「第 61回きささげ祭」は 5日間の長期に渡る開催となりました。
　コロナ対策のため十分な準備・練習ができなかったり、当日もマスク着用での発表だったりと、様々
な制限がありましたが、生徒が個性を発揮し合い、皆で「前」へ進めた文化祭になりました。
　地域の皆様には文化祭ポスターの貼付等、ご協力をいただきまして、ありがとうございました。

聖南中学校第61回きささげ祭

開祭式 聖南バトル

俳句コンテスト

生徒会企画

音楽会 吹奏楽部

音楽会 合唱

１年生

２年生

３年生

職員

学年学習発表

閉祭式

前～個性という名の光で照らして～
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筑北小学校運動会
令和4年 9月 17日

両者引き分け！
赤組・白組素晴らしい熱戦！

ひまわり・さかいほいくえん

ごっこ

元気いっぱい！  走ったよ！

さすが年長さん、
側転も縄跳びも
おてのものです！
リレーでは迫力ある
デッドヒートでした！

助っ人お父さん？軍団
つな引きがんばりました！
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コ
ラ
ム

　

�

古
い
鎌
倉
時
代
作

と
出
来
の
す
ば
ら

し
さ
か
ら
国
指
定

に
。厳

し
い
修
行
に
耐
え
て
理
想
を
求

め
た
修
験
者
の
先
立
ち
も
あ
り
、仏
教

や
神
道
の
信
心
に
心
開
か
れ
た
村

＊
岩
殿
寺（
坂
北
別
所
区
）と
は
…
…

寺
伝
で
は
仁
明
天
皇
（
８
３
３
～
平

安
時
代
）の
代
か
ら
熊
野
権
現（
和
歌
山

県
熊
野
三
神
社
の
神
）
を
信
じ
仕
え
る

修
験
道
の
中
心
寺
院
で
あ
っ
た
。
全
盛

期
は
本
城
や
麻
績
・
四
賀
に
ま
で
及
ぶ

四
つ
の
支
院
、
十
二
の
坊
、
三
百
町
を

持
っ
て
い
た
。
武
田
信
玄
に
も
崇
拝
さ

れ
、栄
枯
盛
衰
を
重
ね
、今
は
馬
頭
観
音

を
奉
ず
る
天
台
宗
の
寺
で
あ
る
。

修
験
道
場
の
寺
が
ど
う
し
て
こ
の
地
に

筑
北
山
地
は
柔
ら
か
な
水
成
岩
の
砂

岩
が
多
い
た
め
に
岩
は
だ
が
風
化
し
た

り
、
浸
食
が
激
し
く
奇
岩（
と
び
岩
、
狸

岩
、
手
洗
い
岩
等
）で
き
た
り
、
断
崖
や

雨
風
を
偲
べ
る
岩
陰（
修
行
窟
）等
、
修

験
（
き
び
し
い
修
行
で
自
然
を
超
え
る

力
を
得
る
）
に
は
適
地
で
あ
っ
た
。
後

に
は
、本
城
乱
橋
に
行
者「
隆
明
霊
神
お

茶
坊
様
」が
、
坂
井
修
那
羅
に
は「
修
那

「
あ
の
会
議
の
通
知
ど
こ
に
し

ま
っ
た
か
な
～
？
」あ
ふ
れ
る
紙
媒

体
の
中
か
ら
目
当
て
の
も
の
を
探

す
の
は
難
し
い
。「
メ
ー
ル
や
ラ

イ
ン
で
お
知
ら
せ
で
い
い
の
に
…
。

時
代
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
だ
よ
！
」と

思
っ
た
。

「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
社
会
」
が
叫

ば
れ
て
か
ら
久
し
い
が
、
実
際
に

こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
す
る
と
、

ウ
ェ
ブ
媒
体
の
便
利
さ
を
痛
感
す

る
。
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
が
使
え
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
が
、そ
れ
で
も
国

が
推
進
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、こ
れ

か
ら
紙
媒
体
は
少
な
く
な
っ
て
い

く
の
だ
ろ
う
。
自
分
の
勤
め
先
の

給
料
明
細
は
ウ
ェ
ブ
で
、振
込
先
は

ネ
ッ
ト
銀
行
で
通
帳
は
な
い
。
そ

う
い
え
ば
趣
味
に
し
て
い
る
写
真

も
デ
ー
タ
保
存
で
あ
る
。
印
刷
し

て
ア
ル
バ
ム
に
貼
る
こ
と
を
し
な

く
な
っ
た
。
先
日
娘
夫
婦
と
会
っ

た
の
だ
が
、
子
供
の
お
祝
い
に
も

ら
っ
た
ア
ル
バ
ム
に
一
枚
も
写
真

が
な
い
と
嘆
い
て
い
た
。「
大
き
く

な
っ
た
ら
思
い
出
を
、ア
ル
バ
ム
を

め
く
っ
て
見
せ
て
あ
げ
た
い
ん
だ

よ
ね
」ス
マ
ホ
に
は
膨
大
な
量
の
写

真
デ
ー
タ
は
あ
る
が
、た
だ
画
像
の

閲
覧
に
な
る
。な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

�

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
―
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ

村
を
散
策
し
て
、
目
立
っ
た
神
仏
像

を
書
き
並
べ
て
み
ま
し
た
。

石
神
仏
あ
ふ
れ
る
我
が
村

•�

筑
北
へ
の
出
入
口（
古
峠
・
立
峠
・
一

本
松
峠
）に
は
地
蔵
・
馬
頭
観
音
・
石

祠（
小
さ
な
石
神
社
）

•��

新
旧
村
堺（
切
通
し
・
越
道
等
）に
は

馬
頭
観
音
・
道
祖
神
・
磨
崖
仏

•��

水
源
・
危
険
崖
に
石
神
仏
・
供
養
塔

•�

数
に
驚
く
修
那
羅
山
の
石
神
仏
群

悪
人
や
疫
病
か
ら
村
を
守
り
、
旅

人
の
無
事
を
願
い
、死
後
の
冥
福
を
祈

り
弔
う
心
、
救
わ
れ
た
感
謝
の
大
事

さ
な
ど
、先
祖
は
残
し
た
石
神
仏
に
末

長
い
加
護
を
願
っ
て
く
れ
て
い
る
。

国
重
要
文
化
財（
二
体
）持
つ
岩
殿
寺

①�「
大
日
如
来
坐
像
」
全
て
の
仏
は
こ

の
如
来
か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

②�「
懸
仏
金
銅
御
正
体
」（
銅
の
円
盤
に

彫
っ
た
３
仏
を
仏
殿
に
掲
げ
崇
拝
）

羅
大
天
武
」が
信
心
を
広
め
た
。

県
宝
指
定
の
仏
像
も
心
安
ら
か

•�

碩
水
寺
の「
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」

•�

岩
殿
寺
の「
熊
野
三
所
権
現
」

•�

八
木
区「
鉄
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
」

付
録
　
信
濃
に
名
を
刻
ん
だ
村
の
寺

①　

�

坂
井「
安
養
寺
」平
安
時
代
、
国
分

寺
に
準
ず
る
定
額
寺
に
指
定
、
保

護
さ
れ
た
信
濃
５
寺
の
一
つ
。

②　

信
濃
三
十
三
観
音
札
所
に
三
寺

•
第
三
番
札
所
―
坂
井「
岩
井
堂
」

•
第
十
五
番
札
所
―
坂
北「
岩
殿
寺
」

•
第
十
七
番
札
所
―
本
城「
関
昌
寺
」

ま
と
め

貴
重
な
神
仏
像
・
寺
・
神
社
が
多
く
存

在
感
を
誇
り
、
と
て
も
書
き
尽
く
せ
ず

失
礼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

加
護
や
救
い
を
求
め
、
救
わ
れ
た
神

仏
像
に
信
心
し
供
養
す
る
等
、
先
祖
の

心
温
か
な
思
い
が
立
派
な
石
像
や
木
像

を
作
り
、
国
や
県
に
も
筑
北
村
の
名
を

見
事
に
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

人
間
の
力
を
超
え
る
も
の
へ
の
畏
敬

の
念
、
祈
り
の
心
が
今
も
温
か
く
こ
の

村
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で

す
。�

（
堀
田　

勇
）

ち
く
ほ
く

歴
史
散
歩
⑶
祈
り
の
心
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編 

集 

後 

記

11
月
19
日
、
浅
間
温
泉
に
あ
る
西
宮

戎
神
社
に
講
の
代
参
人
が
御
札
を
受
け

に
行
き
、
え
び
す
講
の
仲
間
の
家
々
に

配
布
し
ま
す
。

こ
の
頃
に
な
る
と「
え
び
す
講
荒
れ
」

と
い
っ
て
木
枯
ら
し
が
吹
き
初
雪
が
混

じ
っ
た
天
候
に
な
り
ま
す
。

一
年
間
の
稼
ぎ
を
終
え
家
々
お
帰
り

に
な
り
福
を
も
た
ら
す
あ
り
が
た
い
お

よ
べ
っ
さ
ま
を
、
農
家
で
も
、
商
家
で

も
熱
心
に
お
祭
り
し
ま
し
た
。

昔
は
泊
り
が
け
で
、
御
札
を
受
け

に
い
き
ま
し
た
。
女
性
の
代
参
も
多

く
、
田
ん
ぼ
の
仕
事
が
一
切
れ
に
な
り
、

め
っ
た
に
外
泊
を
し
な
い
御
婦
人
方
の

楽
し
み
で
し
た
。
浅
間
温
泉
の
各
旅
館

も
特
別
価
格
で
宿
泊
を
さ
せ
て
く
れ
、

何
百
人
も
一
緒
に
泊
ま
る
の
で
、
大
変

な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
次
の
日
に
は
松

本
の
街
の
商
店
街
で
え
び
す
講
セ
ー
ル

の
買
い
物
を
す
る
の
が
、
ま
た
楽
し
み

で
し
た
。

1
月
の
20
日
が
初
え
び
す
で
恵
比
寿

様
が
稼
ぎ
に
旅
立
た
れ
る
門
出
の
お
祝

い
を
朝
行
い
、
11
月
19
日
に
帰
っ
て
お

い
で
に
な
る
の
で
晩
に
新
米
、
お
酒
、

サ
ン
マ
な
ど
を
備
え
盛
大
に
お
祭
り
を

し
ま
す
。

松
本
で
は
、
四
柱
神
社
の
境
内
社
に

恵
比
寿
神
社
が
あ
り
、
お
姿
の
御
札
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
通
の
お
ふ
だ
は
文
字
だ
け
で
す
が
、

恵
比
寿
大
黒
は
お
姿
で
表
さ
れ
親
し
み

や
す
い
お
ふ
だ
で
す
。

三
神
お
姿
と
い
っ
て
「
大
国
主
神
」

「
事
代
主
神
」「
保
食
神
」
の
神
々
の
絵

が
入
っ
て
い
ま
す
。

大
国
主
の
神
は
、
米
俵
の
上
に
座
り
、

大
き
な
ふ
く
ろ
を
肩
に
か
け
、
う
ち
で

の
小
槌
を
持
っ
た
ふ
く
よ
か
な
姿
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。
国
津
神
の
代
表
の
神

様
で
出
雲
大
社
に
お
ま
つ
り
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
妻
と
た
く
さ
ん
の

名
前
を
持
ち
、
奴
奈
川
姫
と
の
間
に
生

ま
れ
た
神
様
が
お
諏
訪
さ
ま
で
す
。
国

つ
く
り
を
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
の
神
と
行
い
、

天
孫
族
に
国
譲
り
を
し
ま
し
た
。
杵
築

の
大
神
と
も
呼
ば
れ
冥
界
の
主
宰
と
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
代
主
神
は
、
鯛
を
抱
え
釣
り
竿
を

も
っ
て
磯
の
岩
の
上
に
座
っ
た
姿
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
大
黒
様
の
御
子
様
で

す
。
お
諏
訪
さ
ま
の
お
兄
さ
ん
に
な
り

ま
す
。
国
譲
り
の
時
に
釣
り
を
し
て
お

り
、
豊
漁
の
神
、
商
売
繁
盛
の
神
と
な

り
ま
し
た
。

保
食
神
は
五
穀
・
牛
馬
・
蚕
の
神
で

ま
さ
に
農
業
の
神
様
で
す
。
稲
束
を
つ

け
た
馬
に
乗
り
鎌
を
持
っ
た
姿
で
あ
ら

わ
さ
れ
ま
す
。
農
家
で
は
、
こ
の
神
様

の
前
に
、
田
植
え
が
終
わ
っ
た
後
は
稲

ボ
コ
（
早
苗
の
束
）
を
上
げ
お
祭
り
し
、

稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
後
は
、
稲
刈
り
鎌

を
き
れ
い
に
洗
っ
て
供
え
て
、
お
祭
り

を
し
て
い
ま
し
た
。

茶
の
間
や
座
敷
に
祀
ら
れ
る
天
照
皇

大
神
宮
や
氏
神
様
は
地
域
全
体
を
守
っ

て
く
れ
る
の
に
対
し
て
、
台
所
に
祀
ら

れ
る
個
人
個
人
の
家
の
生
計
を
守
っ
て

く
れ
る
恵
比
寿
様
は
、
ひ
と
き
わ
愛
着

が
あ
り
、
今
で
も
と
て
も
大
切
に
信
仰

さ
れ
て
い
ま
す
。

中
秋
の
名
月
の
夜
。
情
報
部
員
数
名

が
法
安
寺
に
集
ま
り
撮
影
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
７
時
を
過
ぎ
る
頃
、
山
の
端

が
輝
き
始
め
み
る
み
る
う
ち
に
黄
色
に

輝
く
大
き
な
満
月
が
姿
を
表
し
ま
し
た
。

ご
住
職
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

あ
れ
こ
れ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
撮
影
。

月
は
意
外
と
明
る
く
、
周
り
の
景
色
と

か
ら
め
て
撮
り
た
い
と
い
う
思
惑
は
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
何
と
か
月

の
表
情
は
撮
影
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ご
住
職
の
御
厚
意
の
お
茶

を
い
た
だ
き
一
服
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と

出
会
っ
た
り
楽
し
く
会
話
す
る
事
か
ら

も
う
何
年
も
遠
ざ
か
っ
て
い
た
私
達
に

と
っ
て
、
久
し
ぶ
り
に
心
が
解
放
さ
れ

た
よ
う
な
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
も
開
か

れ
る
よ
う
に
な
り
世
の
中
は
少
し
ず
つ

以
前
に
も
ど
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
マ

ス
ク
を
外
し
て

語
り
合
え
る
日

が
早
く
訪
れ
て

ほ
し
い
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

�

（
案
山
子
）

恵
比
寿
大
黒
福
の
神
＝

山
崎 

洋
文

民
俗
よ
も
や
ま
話
シ
リ
ー
ズ
⑨

お
よ
べ
っ
さ
ま
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みんなでやると早いね

たくさんとれたよー

　実りの秋になりました。保育園でも応援団の皆さんと育ててきた作物の収穫を迎えています。収穫の喜びや味
わう楽しみ、一緒に活動する中での会話やふれあいは、子どもたちにとってかけがえのない経験となっています。

稲刈り稲刈り

脱 穀脱 穀

畑の野菜を収穫畑の野菜を収穫 大きさを比べたり数を数えたり、気づきも沢山ありました。自分たちで

収穫した野菜は給食で出してもらい、匂いや食感など味わっています。

大きさを比べたり数を数えたり、気づきも沢山ありました。自分たちで

収穫した野菜は給食で出してもらい、匂いや食感など味わっています。

応援団の方にお芋の掘り方や

抜き方のコツを教えていただ

きながら収穫を楽しみました。

応援団の方にお芋の掘り方や

抜き方のコツを教えていただ

きながら収穫を楽しみました。

「すごいなー」「ありがとね」の声を掛けてもらい、自信を持ってどんどん動いていました。「すごいなー」「ありがとね」の声を掛けてもらい、自信を持ってどんどん動いていました。

もうちょっとだ

せーので

のせようかる～い。らくちんだよ。

さつまいも発見！

うんとこしょ、

どっこいしょ！

そーれ

もうすこしだよ

やったー

おおきい

おいも

げっと！

渡すのも大事な仕事です

協力して何でも挑戦！

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

＊新型コロナウイルス感染症の拡大防止のためやむを得ず開催の中止・延期を行う事があります。
＊自由開放は木曜日以外実施しています。

12月・1月の行事予定
12月

内　　容日にち

 2日（金） どんぐりくらぶ
 6日（火） ベビーマッサージ
 13日（火） ベビーマッサージ
 16日（金） クリスマス会
 20日（火） ベビーマッサージ
 27日（火） キッズビクス

1月
内　　容日にち

 10日（火）　ベビーマッサージ
 13日（金）　運動あそび
 17日（火）　ベビーマッサージ
 18日（水）　どんぐりくらぶ
 24日（火）　ベビーマッサージ
 31日（火）　ベビーマッサージ

詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご確認ください。

　毎年恒例の「おひさまの森  うんどう会」ですが、昨年は新型コロナウイル感染症の拡大防止の
ため行うことができませんでした。今回は一年ぶりに開催することができ、一人で歩けるようになっ
たお友だちを対象に行いました。センターで普段から遊んでいることを、うんどう会風にアレンジし
た内容で、プレイルームより広い場所を使って、親子で楽しく遊ぶことができました。

楽しかったね  うんどう会

にわとり
かあさん
登場

カメさんはおんぶ♪
メダルをもらったよ

ペンギンだ
出た目の
動物さんに
なってゴール

かけっこの
ゴールは
アンパンマン
にタッチ
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写真撮影を盛り上げる“フォトプロップス”というアイテムを作りました。今回はハロウィン仕様で、
カボチャやコウモリもありましたが、ネコの仮面が大人気でした。工作の後は、烏帽子をかぶった
館長が登場して、横笛を吹いて日本の平安時代の怖いお話をふたつ語ってくれました。その後、
工作で作ったフォトプロップスを持って記念撮影をして、「トリック オア トリート」の合言葉でお菓
子をもらいました。みんなとても喜んでいました！

筑　北　村　図　書 館　だ　よ　り
ファーストブック 10月20日 書道のお手本

図書館からのお知らせ

筑北村図書館　お問い合わせ　℡：66-1115

◆年末年始休業のお知らせ
令和 4 年 12 月 27 日（火） ～ 令和 5 年 1月 4 日（水）まで休館します。
上記の期間中、本の返却は返却ポストへお願いします。紙芝居は折れやすいため、
返却ポストではなく、図書館が開館する1月5日（木）以降に窓口までお願いします。

令和 3 年 4 月 2 日～令和 4 年 4 月 1 日生まれのお子さんたちを対象に行いました。
贈呈式当日は、体調を崩されたという連絡が入り、参加者は多くはありませんでしたが、山崎

館長より絵本と手さげ袋を、お母さんに抱っこされながら受け取っていました。

とある書家の方がお持ちだっ
た書道関係の書籍が、図書館に
寄贈されました。これから少し
ずつ図書館へ受け入れていこう
と考えています。

書道に関心のある方は是非お
声がけください。

ハロウィンおたのしみ会　　　　　　　10月29日

宝船に乗って来た神々たち。お正月に聞くと、一年が幸せに
なるおはなしです。詳細は追ってお知らせします。

◆山崎館長  新春講演会
　 「七福神  ～幸せを運ぶ神様たち～」
日時：令和 5年 1月 9日（月・祝日）13時 30分～ 15時まで
場所：筑北村図書館　2階多目的室

◆クリスマスおはなし会
日　　時：令和 4 年 12 月 18 日（日） 11 時～ 12 時ごろ
場　　所：筑北村図書館　2 階多目的室　
参加人数：20 人
“おはなしさくらんぼ”のみなさんによるおはなしのほか、
サンタクロース🎅🎅もやって来きます。もしかしたら、
プレゼントがもらえるかも?!
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※環境に優しい
　植物性油インクを
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